
106

 

 

 

 

 

社会福祉法人  

 

 

栃木市社会福祉協議会  

 

 

 

 



　　　栃木市今泉町２丁目１番４０号（本所）
　　（大平支所：栃木市大平町真弓１３９６番地） （藤岡支所：栃木市藤岡町藤岡８１０番地）
　　（都賀支所：栃木市都賀町原宿５７３番地） （西方支所：栃木市西方町元３４７番地１）
　　（岩舟支所：栃木市岩舟町三谷１０３８番地１）

　　社会福祉法人　栃木市社会福祉協議会　会長　赤羽根正夫

３　役員及び職員等（令和７年４月１日現在）

　　理事：１３名（うち、会長１名・副会長３名・常務理事１名）、監事：２名、評議員：２６名

　　職員：１６６名（内、登録ヘルパー３５名）

Ⅰ　組　織

１　事務所の所在地

２　名称及び代表者

法人運営係 22-4457 F：FAX
法人運営課 22-4457 K:携帯電話

F:22-4467 総　務　係 22-4457

地域福祉係 22-4457 とちぎ蔵の街シニアクラブ連合会（長寿園内） 23-5181 F:23-5181

事務局長
地域福祉課 22-4457 生活支援係 51-7785 とちぎ市くらしサポートセンター「くらりねっと」 51-7785 F:22-4467

22-4457
F:22-4467

栃木市成年後見サポートセンター 22-4501 F:22-4467
権利擁護係 22-4501

日常生活自立支援事業「あすてらす」 20-7755 F:22-4467

相談支援事業所社協とちぎ 51-2663 F:51-2663

在宅福祉第１係 51-2663 北部ヘルパーステーション 51-2188 F:51-2663

介護認定調査センター 51-2663 F:51-2663

ケアプランセンター 45-1166 F:43-0555

南部ヘルパーステーション    　 45-2941 F:43-0555
福祉サービス課 51-2663 在宅福祉第２係 45-2941

大平高齢者デイサービスセンターまゆみ 45-1726 F:45-1338

藤岡地域活動支援センター　　　 62-1660 F:62-1660

老人福祉センター長寿園 22-0333 F:22-0361

そのべ児童館 20-6231 F:22-0361

施設管理係 31-3666 栃木第六地区コミュニティセンター 22-0333 F:22-0361

老人福祉センター福寿園 31-3666 F:31-0875

デイサービス福寿園 31-3666 F:31-0875

大平支所 43-0294 大平支所係 43-0294 障がい者等移送サービス事業 　 43-0294 F:43-0644

F:43-0644

藤岡支所 62-5861 藤岡支所係 62-5861

F:62-5869

都賀支所 28-0254 都賀支所係 28-0254

F:28-0323

西方支所 92-8080 西方支所係 92-8080 児童クラブ 92-8080 F:92-8351

F:92-8351

岩舟支所 55-2438 岩舟支所係 55-2438

F:55-5590
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事業の概要  

 

　本会は地域福祉を推進する団体として、地域住民、関係団体等と連携・協働しなが

ら、各種事務事業を実施するとともに、令和６年度は「重層的支援体制整備事業（参

加支援事業）の着実な実行と包括的相談支援体制の維持」「権利擁護を中心とした新

たな財源確保に向けた新規事業の確立」「経営安定化計画など財政健全化に向けた各

取組の検証と実行並びに第２期経営安定化計画の策定」「第２期地域福祉活動計画の

推進と次期計画の策定」を重点目標として掲げ、「重層的支援体制整備事業（参加支

援事業）の着実な実行と包括的相談支援体制の維持」に関しては、「ちょこっとジョ

ブ・ちょこっとボランティア応援事業」を本格的に開始し、支援が必要な方の社会参

加の場の充実・強化のため、協力事業所の募集案内の作成や栃木市事業所交流・学習

会での事業説明等の取組みを行った。「権利擁護を中心とした新たな財源確保に向け

た新規事業の確立」に関しては、新規事業の確立には至らなかったが、財務強化ワー

キンググループにおいて、親族を頼れない等の将来に不安を抱える一人暮らし高齢者

や高齢者世帯の方が、少しでも安心した生活を送ることができるよう、定期的な見守

りや入退院時支援、死後事務等のサポートを行う「（仮称）栃木市未来ホッとあんし

んサポート事業」を検討し、事業実施が実現できるよう、行政に財政支援の要望を行

った。「経営安定化計画など財政健全化に向けた各取組の検証と実行並びに第２期経

営安定化計画の策定」に関しては、効率的・効果的な組織運営を行うための組織機構

の見直しと財政健全化のための事業所廃止を行い、第２期経営安定化計画の策定につ

いては、実行可能な計画策定につなげるため、第１期計画の検証と課題の洗い出しを

重点的に行うこととし、令和６年度中の策定は見送ることとした。「第２期地域福祉

活動計画の推進と次期計画の策定」に関しては、地域福祉活動計画の内容を踏まえた

事業実施に努め、行政と連携し、令和７年度から令和１１年度を計画期間とする第３

期栃木市地域福祉計画・栃木市地域福祉活動計画を策定した。 

 

１　住民による見守り支え合い活動への支援 

（１）重層的支援体制整備事業・生活支援体制整備事業の実施　※受託 

地域共生社会の実現と支え合いの地域づくりを進めるため、コミュニティ・ソ

ーシャルワーカーと生活支援コーディネーターを配置し、参加支援事業の実施や

地域住民等が主体的に地域生活課題を把握し解決を試みる環境の整備（地区懇談

会の開催、協議体活動への支援）、担い手の育成などの取り組みを行った。 

ア　参加支援事業（ちょこっとジョブ・ちょこっとボランティア）の実施 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地域福祉課） 

　　　プラン作成数　　２７人（新規プラン作成　１１人） 

　　　　実施回数　　　１０６回 

　　　　延べ参加人数　１７２人 

内　容　　　　こども服の販売と仕分け作業、書類仕分け作業、 

季節の折り紙入りコーヒーセット作成、チケッ 
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ト・パンフレット作成、オリジナル雑巾・デコパ 

ージュ石鹸の作成、販売 

イ　地区懇談会の開催（地域福祉課、各支所） 

　　　地域におけるニーズの把握、生活福祉課題の明確化を進めるとともに、地域住

民同士の情報共有を促進することを目的に、各地区社協等に働きかけ、地区懇談

会を開催した。 

【開催実績】（計２８回、延べ参加人数８６０人） 

 
開　催　日 地区社協等 テーマ 参加人数

 
令和６年 

６月　６日（木） 大平地域

チ ー ム オ レ ン ジ ス タ ン ド バ イ ユ ー 活 動

報告 

社会福祉協議会大平支所相談事例発表 

上牛久いきいきショッピング他

８０人

 
７月　９日（火） 大宮地区

「つながりが生まれる地域に」～お互い

に 気 に か け 合 い 支 え 合 え る 地 域 ～ （ 講

話・グループワーク）

３８人

 

７月１１日（木） 大平地域南地区

高齢者の移動の問題について考える。 

運 転 免 許 証 返 納 に 関 す る 意 識 や 課 題 の

背景の理解について 

地域で支える方法を検討（グループワー

ク）

１８人

 
７月１７日（水） 大宮地区

「つながりが生まれる地域に」～お互い

に 気 に か け 合 い 支 え 合 え る 地 域 ～ （ 講

話・グループワーク）

１９人

 
７月１８日（木） 都賀地区

改 め て 地 域 で の つ な が り の 大 切 さ を 考

える。（グループワーク）
１９人

 
７月２２日（月） 国府地区

「つながりが生まれる地域に」～お互い

に 気 に か け 合 い 支 え 合 え る 地 域 ～ （ 講

話・グループワーク）

２２人

 
８月　６日（火） 第四地区

第 四 地 区 の 良 さ を 再 認 識 す る と 共 に 被

災 地 で の エ ピ ソ ー ド か ら 地 域 力 の 大 切

さを考える。（講話・グループワーク）

３０人

 
８月　６日（火） 第一地区

第 一 地 区 の 良 さ を 再 認 識 す る と 共 に 被

災 地 で の エ ピ ソ ー ド か ら 地 域 力 の 大 切

さを考える。（講話・グループワーク）

３５人

 

８月２９日（木） 大平地域東地区

高齢者の移動の問題について考える。 

運 転 免 許 証 返 納 に 関 す る 意 識 や 課 題 の

背景の理解について 

地域で支える方法を検討（グループワー

ク）

１５人

 
８月３０日（金） 藤岡地域

所属する団体自慢!!「私たちは、こんな

事をしています。」（情報交換） 

高 齢 者 の 集 ま る 場 所 が 不 足 し て い る 地

２３人
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 域にアプローチする方法とは？（グルー

プワーク）

 
９月　４日（水） 第七地区

第 七 地 区 の 良 さ を 再 認 識 す る と 共 に 被

災 地 で の エ ピ ソ ー ド か ら 地 域 力 の 大 切

さを考える。（講話・グループワーク）

２６人

 

９月　６日（金） 第５地区

地域での孤立に気づき、つながり、つな

げ、見守る、つながりワーカー養成研修

を通して、５地区について考える。（講

話・個人ワーク）

３５人

 
９月　７日（土） 第二地区

第 二 地 区 の 良 さ を 再 認 識 す る と 共 に 被

災 地 で の エ ピ ソ ー ド か ら 地 域 力 の 大 切

さを考える。（講話・グループワーク）

１５人

 

９月１２日（木） 大平地域西地区

高齢者の移動の問題について考える 

運 転 免 許 証 返 納 に 関 す る 意 識 や 課 題 の

背景の理解について 

地域で支える方法を検討（グループワー

ク）

１６人

 

９月１３日（金）

国 府 地 区 ・

大 宮 地 区 介

護 ・ 障 が い

福 祉 サ ー ビ

ス事業所

「いちごハートねっと事業」について 

～ 社 会 福 祉 法 人 に よ る 地 域 に お け る 公

益的な取り組みとは～（研修・情報交換）

２４人

 
９月２５日（水） 第三地区

第 三 地 区 の 良 さ を 再 認 識 す る と 共 に 被

災 地 で の エ ピ ソ ー ド か ら 地 域 力 の 大 切

さを考える。（講話・グループワーク）

１９人

 
１０月９日（水） 皆川地区

皆 川 の い い と こ ろ か ら 考 え る 地 域 づ く

り 

（講話・グループワーク）

２８人

 
１０月９日（水） 寺尾地区

寺 尾 の い い と こ ろ か ら 考 え る 地 域 づ く

り 

（講話・グループワーク）

４１人

 
１１月１３日（水） 第六地区

第 六 地 区 の 良 さ を 再 認 識 す る と 共 に 被

災 地 で の エ ピ ソ ー ド か ら 地 域 力 の 大 切

さを考える。（講話・グループワーク）

３６人

 
１２月４日（水） 大宮地区

支え合いの地域づくり研修会（講話・グ 

ループワーク）
６７人

 

１２月１６日（月） 第５地区

第 ５ 地 区 の 集 ま り や 支 え 合 い の 場 が あ

るのか、それらが地域においてどのよう

な役割に繋がっているのか考える。（グ

ループワーク）

３４人

 
１２月１６日（月） 吹上地区

吹 上 地 域 の い い と こ ろ か ら 考 え る 地 域

づくり（講話・グループワーク）
２７人
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ウ　協議体活動への支援（地域福祉課、大平支所、岩舟支所） 

　　「地域共生社会」の実現に向けた地域づくりの強化を図ることを目的に、住民

が主体的に地域課題を把握して解決を試みる協議体活動を支援した。 

　　【各協議体の活動状況】 

 

１２月１８日（水） 藤岡地域

『認知症について』～介護職員が話す介

護事例を通して～ 

安心して地域で暮らせるためには、自分

たちでどんなことが出来るのか。（グル

ープワーク）

５１人

 令和７年 

１月２３日（木）
都賀地区

高 齢 者 が 安 心 し て 暮 ら し て い け る 地 域

にするために（グループワーク）
２３人

 
１月３０日（木） 藤岡地域

『 通 い の 場 がな い 地 域 や 通い の 場 に 新 たな

参加者が少ない。どうしたら良いのか』（グ

ループワーク）

４２人

 
３月　３日（月） 第５地区

「 つ な が り を切 ら な い 地 域づ く り の 視 点」

（講話）
２０人

 
３月　４日（火） 皆川地区

暮 ら し の 中 の小 さ な つ な がり 大 発 見 ～ 皆川

地 区 で み つ けた つ な が り 、支 え あ い ～ （講

話・グループワーク）

２７人

 

３月　７日（金） 西方地区

誰 も が 安 心 して 暮 ら し て いけ る 地 域 に する

た め に （ 高 齢者 の 現 状 説 明・ 事 例 発 表 ・グ

ループワーク）

３０人

 地域 活動の状況

 大宮地区 第２層協議体 

　・協議体会議（３回、延べ参加人数１２４人）

 国府地区 第２層協議体 

　・協議体会議（１回、延べ参加人数２９人）

 大平地区 第２層協議体 

　・協議体会議（２回、参加人数４６人） 

　・男性介護者の集い開催（１１回、延べ参加人数４８人） 

　・福祉に関する相談会の開催（１１回、延べ参加人数２５人） 

第３層協議体（大平南地区） 

　・協議体会議（１３回、延べ参加人数１２８人） 

第３層協議体（大平東地区） 

　・協議体会議（１３回、延べ参加人数１０９人） 

第３層協議体（大平西地区） 

・協議体会議（５回、延べ参加人数６０人）

 岩舟地区 第２層協議体 

　・協議体活動報告会の開催（１回、参加人数４８人） 

　・岩舟「我が事・丸ごと」ふくしまつりの開催（１回） 

　・協議体活動リーフレット作成（１回） 

第３層協議体（静和） 

　・協議体会議（１２回、延べ参加人数２２５人） 
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エ　地区社会福祉協議会への支援強化（地域福祉課、各支所） 

地域の状況に応じた福祉活動（交流事業や見守り活動等）を推進している地区

社会福祉協議会の運営費及び事業費への補助、事業実施に係る相談への対応、事

務支援を行った。 

 　・買物支援送迎サービス事業の実施（４４回、延べ利用人数 

１２１人） 

　・集い・相談の場づくり（わがまるカフェ）実施（６回、延べ

参加人数２４５人） 

　・通学路現場点検の実施（３回） 

　・こども１１０番の家連携強化 

　・ゴミ出し支援の検討（アンケートの集計・分析、自治会への

提案、ゴミステーションの場所の確認作業） 

第３層協議体（岩舟） 

・協議体会議（１２回、延べ参加人数１６５人） 

・ 買 物 支 援 送 迎 サ ー ビ ス 事 業 の 実 施 （ ９ 回 、 延 べ 利 用 人 数 

４２人） 

　・あいさつ運動の実施（５月～２月） 

　・見守りボランティア交流会の開催（１回） 

　・こども１１０番の家登録更新作業 

　・ながら見守り活動の推進 

　・世代間交流事業の実施（じゃがいもの苗植え、芽かき、収穫、

モルック体験）（年３回） 

　・広報紙「我が事・丸ごと」岩舟通信の発行（１回） 

第３層協議体（小野寺南） 

　・協議体会議（１２回、延べ参加人数１４２人） 

　・買物支援送迎サービス事業の実施（２４回、延べ利用人数 

６５人） 

・イエロータウン運動（三谷地域）の実施（毎週土曜日） 

　・スポーツ体験会（モルック、グランドゴルフ）の開催（２回、

延べ参加人数５９人 

・わがまるスポーツ交流会の開催（１回、参加人数６６人） 

　・わがまる通信の発行（１回） 

第３層協議体（小野寺北） 

　・協議体会議（１２回、延べ参加人数２２０人） 

　 ・ 買 物 支 援 送 迎 サ ー ビ ス 事 業 の 実 施 （ ７ 回 、 延 べ 利 用 人 数 

１９人） 

・小学校での認知症対応寸劇の実施（１回） 

　・ふるさと小野寺かるた大会の実施（１回）、地域イベントで

のふるさと小野寺かるたの普及･ＰＲ活動（３回） 

　・防災啓発の検討 

その他（研修会等） 

　・４協議体リーダー等会議（１回、参加人数１９人） 

　・岩舟会議（１回、参加人数１６人）
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オ　地区社会福祉協議会連絡会の開催（地域福祉課） 

地区社会福祉協議会（１７地区）の組織強化や連携を深めることを目的に、地

区社会福祉協議会連絡会を開催した。 

開催日　　令和６年７月３１日（水） 

場　所　  栃木保健福祉センター 

内　容　　重層的支援体制整備事業　参加支援事業説明 

　　　　　「ちょこっとジョブ、ちょこっとボランティア応援事業」につい

て 

各地区社協の活動状況の情報交換 

参加人数　１５人 

カ　地区社会福祉協議会役員研修会の開催（地域福祉課） 

地域の福祉課題の把握や共通認識、地区社会福祉協議会役員の一層の意識向上

を図ること、地域でのつながりの重要性を確認し、全世代に向けた地域づくりに

関する視点を持つことを目的として、令和７年２月２２日（土）「キラッと輝く

栃木市のお宝発表会」を研修会とした。 

キ　認知症普及啓発イベントの開催(大平支所) 

地域共生社会及び認知症普及啓発イベントとちぎオレンジまち活フェスタを

開催した。 

　開催日　　令和６年９月２６日(木 ) 

　場　所　　大平文化会館・大平図書館 

　内　容　　認知症セミナー「認知症になっても困らない社会を目指しましょ

う！」 

市民サポーターの活動報告他 

講　師　　うずまクリニック理事長兼院長　大森正規 氏 

　　　　参加人数　３００人 

ク　コミュニティカフェの開催（地域福祉課、大平支所、西方支所） 

年齢や障がいの有無に関わらず、地域のあらゆる住民が自分らしく、それぞれ

に役割を持ちながら参加できる「地域共生社会」を目指し、地域住民の交流の場・

相談の場を目的としたコミュニティカフェを開催した。 

（ア）コミュニティカフェ（オレンジカフェ等） 

　　　　　開催回数　　　１１回（毎月第３金曜日） 

　　　　　場　所　　　　ヤオハン城内店ふれ愛ひろば 

　　　　　　内　容　　　　演奏会、認知症紙芝居、介護等の勉強会等 

　　　　延べ参加人数　４０１人  

（イ）出張版オレンジカフェ（ヤオハン城内店以外での開催） 

開催回数　　　１２回 

　　　　　場　所　　　　大宮公民館 

　　　　　内　容　　　　介護講話、脳トレ、コンサート等 

　　　　　延 べ 参 加 人 数　４２８人 
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（ウ）オレンジカフェ　ＤＥ　ＴＯＣＨＩＣＯリサイクル 

『ＴＯＣＨＩＣＯ日和』（とちぎに住むママのためのフリーペーパー）と共

催し、子ども服のリサイクルや障がい者施設のパンの販売等を行った。また、

子ども服の売り上げの半分は赤い羽根共同募金の寄附へとつながった。 

開催回数　　　１５回 

場　所　　　　CITY GYM＆ SPA 遊楽々館、ゆったり～な、 

栃木保健福祉センター、都賀支所、西方支所 

内　容　　　　子ども服リサイクル販売等 

　　　　　延 べ 参 加 人 数　６１９人 

寄附総額　　　１４２，０００円 

（エ）ベリーカフェ 

　　　　　開催回数　　　９回 

　　　　　場　所　　　　西方支所　地域交流スペース 

内　容　　　　軽体操、リズム歌、シナプソロジー、福祉施設によるパン

の販売 

　　　　　延べ参加人数　１４２人 

　（オ）鑑賞会で楽しむ×地域づくり“コミュニティカフェ” 

　　　　楽しい時間の中での交流の場を通じ、人と人とのつながり、見守りや支え合

いが行われる地域づくりにつなげることを目的に、鑑賞会で楽しむ×地域づく

り“コミュニティカフェ”を開催した。 

開催日　　令和７年３月３０日（日） 

場　所　　ふるさとふれあい館 

内　容　　地域のボランティアによる文化芸能鑑賞会、カフェ 

コーナー、ふくし困りごと相談会、地域のお宝パネル展示 

参加人数　２２０人(ボランティア含む) 

ケ　地域のオレンジカフェ（認知症カフェ）への協力 

（地域福祉課、大平支所、藤岡支所、都賀支所、西方支所） 

　　認知症の人だけでなく、誰でも安心して暮らし続けられる地域づくりを目指し、

地域の社会福祉法人等が開催するオレンジカフェへの協力（開催当日の運営協力

等）を行った。 

 

 課支所名 回数 内容

 地域福祉課 １４回 開催に向けた準備・打ち合わせ、開催当日の運営協力

 大平支所 ４８回 開催当日の運営協力、協力ボランティアの調整

 藤岡支所 １２回 開催に向けた準備・打ち合わせ、開催当日の運営協力

 都賀支所 １２回 開催に向けた準備・打ち合わせ、開催当日の運営協力

 西方支所 １２回 開催当日の運営協力
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コ　シニアの健康・福祉のイベント（大平支所） 

　　地域で協働したイベントの企画、開催を通じ、地域主体の福祉活動の推進と継

続した話し合いの場の構築を図ることを目的に、地域の福祉施設、地域住民、ボ

ランティア、地域包括支援センター、本会が協働してシニアの健康・福祉イベン

トを企画し、大平西公民館で開催した。 

　※参加人数は、協力ボランティアも含む人数 

サ　親子ふれあいサロンの開催（地域福祉課） 

自宅では体験できない遊びや他の参加者・スタッフとの交流により、子育ての

不安や悩みを話し合い、子育てを楽しみながらの仲間づくりを目的に、親子ふれ

あいサロンを開催した。 

開催回数　　　　１１回 

参加人数　　　３９８人（親２３９人、子１５９人） 

 開催日 実施内容 参 加 人 数

 

令和６年 

５月３０日（木）

・ますます元気サポーターによるロコモ予防

（軽体操) 

・参加者交流タイム 

・ミニ福祉機器展(車椅子、歩行器、電動カー

トや三輪自転車の試乗会ほか)

３０人

 

８月　８日（木）

・ますます元気サポーターによるロコモ予防

（軽体操) 

・地域の介護サービスを知ろう(寸劇 ) 

介護保険申請からグループホーム入所まで 

・参加者交流タイム 

・大平地域オレンジカフェ報告 

・むかし遊んだことをいま遊ぼう(紙芝居、べ

ーゴマ、めんこ)

２７人

 

１１月２３日（木）

・ますます元気サポーターによるロコモ予防

（軽体操) 

・地域の介護サービスを知ろう(寸劇 ) 

介護保険申請から施設入所まで 

・参加者交流タイム 

・ ミ ニ 講 座 将 来 に 備 え て (エ ン デ ィ ン グ ノ ー

ト)

２９人

 

令和７年 

　２月２７日（木）

・ますます元気サポーターによるロコモ予防

（軽体操) 

・地域の介護サービスを知ろう(寸劇 ) 

介護保険申請からデイサービス利用まで 

・参加者交流タイム 

・ミニ講座デイサービスウェブ見学会

３５人
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シ 会食会（サロン）の開催（藤岡支所） 

地域の一人暮らし高齢者を対象に、ボランティアの協力を得て、レクリエーシ

ョンや傾聴、会食等を行う会食会（サロン）を開催した。 

　開催回数　　　　１１回 

　延べ参加人数　１８５人 

延べ協力人数　２２７人（送迎・運営・給食・傾聴ボランティア、講師等） 

ス　ふれあい交流会（サロン）の開催協力（大平支所） 

地域の一人暮らし高齢者等を対象にレクリエーションや教養講話を行う大平

隣保館のふれあい交流会に職員派遣の開催協力を行った。 

開催回数　　　　１２回 

　　　　延べ参加人数　２０９人 

セ　「人とのつながりからはじまる地域づくり」の開催(大平支所) 

各種趣味活動など、興味関心が同じもの同士で「人と人」「人とグループ(居

場所)」をつなぎ合わせることにより、多くの人とつながり、見守りや支え合い

の関係性が構築できる地域を目指して開催した。 

 

ソ　地域福祉サポーター養成講座（入門編）の開催（地域福祉課） 

年齢や障がいの有無に関わらず、すべての地域住民が自分らしく、それぞれに

役割を持ちながら、社会参加できる「地域共生社会」を目指し、地域福祉の担い

手の育成を目的に、地域福祉サポーター養成講座（全３回講座）を開催した。 

開催日　　令和６年　９月２５日（水） 

　　　　１０月　８日（火） 

　　　　１０月２９日（火） 

　　　　場　所　　きららの杜　とちぎ蔵の街楽習館 

内　容　　地域のつながり支え合いについて 

　講　師　　全国コミュニティライフサポートセンター 

　　　　　　　　　理事長　池田昌弘 氏  

　　　　参加人数　３５人 

 開　催　日 一部 二部(共通) 参加人数

 令和７年 

２月１３日（木）
はじめてヨガ

・人とのつながりがあること

は、健康寿命に大きく影響

することや、困った時に、

助 け 合 い で き る 関 係 性 を

構 築 す る こ と の 大 切 さ の

説明 

・人とのつながりチェックシ

ート 

・会員募集サークルの紹介等

１６人

 
２月１８日(火 ) はじめて太極拳 ２０人

 
２月２６日(水 ) はじめてボール体操 １３人

 
３月　５日(水 ) 正しい歩き方講座 ３８人
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タ　キラッと輝く栃木市のお宝発表会の開催（地域福祉課） 

地 域 の 中 で 孤 立 せ ず 安 心 し て 生 活 し て い く た め に 大 切 な だ と 言 わ れ て い る

「つながりのある地域づくり」について事例をとおして支えあいの促進を図った。 

開催日　　令和７年２月２２日（土） 

場　所　　とちぎ岩下の新生姜ホール（栃木文化会館） 

内　容　 

【第１部】講話・お宝発表会　 

講話「住民主体の地域づくりと支えあい」 

全国コミュニティライフサポートセンター 

理事長　池田昌弘 氏 

栃木市のキラっと輝くお宝発表（６事例紹介） 

栃木市立小野寺小学校お宝発見隊の地域のお宝調査報告 

【第２部】講演会 

「つながりを生かした多世代に向けた地域づくり」 

厚生労働省社会援護局福祉基盤課福祉人材確保対策室 

室長　吉田昌司 氏 

　　　【第３部】シンポジウム 

　　　　「キラッと輝く栃木市のお宝について」 

参加人数　３５０人 

チ　チームオレンジへの支援（大平支所、藤岡支所、西方支所） 

　　　認知症の方が安心して暮らし続けられる地域づくりを目指して活動しているチ

ームオレンジの活動支援を行った。 

　　　　大平支所　　支援回数　５０回 

　　　　藤岡支所　　支援回数　　５回 

　　　　西方支所　　支援回数　１４回 

ツ　地域サロン支援事業の実施（大平支所、都賀支所） 

　　　市民が中心となって開催する地域サロンの支援を目的に、レクリエーション機

材の貸し出しや協力ボランティアの調整を行った。 

 

（２）地域福祉への理解と関心を高める広報啓発活動 

ア　広報紙の発行やホームページ・フェイスブックの運用（地域福祉課） 

ふくぴーだよりの発行（年６回）やホームページ、フェイスブックを通し、本

会の事務事業を始めとした福祉に関する情報を広く市民に提供した。 

　イ　報道機関等への情報提供（本所、各支所）  

　　　各種事業の開催情報を報道機関等に提供し、ＰＲ強化を図った。 

　　　　情報提供回数　２１件 
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ウ　マスコットキャラクターの貸出（地域福祉課） 

本会の認知度を上げることを目的に、マスコットキャラクター「ふっくん・ぴー

ちゃん」を活用してイベントへの貸し出しを行った。 

　貸出件数　　１件 

　貸出先　　　サマーフェスタＩＮいわふね２０２４ 

エ　福祉功労者等表彰式の開催（法人運営課） 

永年福祉活動に携わっている方等、福祉の向上に功績のあった方へ表彰状や感

謝状の贈呈を行い、福祉意識の更なる高揚と啓発に努めた。 

開催日　　令和７年３月１４日（金） 

場　所　　栃木保健福祉センター 

受賞者　　個人５２人 

（社会福祉施設団体等３７人、ボランティア１５人） 

団体２５団体 

（優良団体１３団体、大口寄附６団体、永年寄附６団体） 

オ　各種イベントの開催、協力 

福祉やボランティア活動に関する啓発活動、市民の交流を図ることを目的に、

ふれあい館作品展示交流会の開催や福祉まつりの開催支援を行った。 

（ア）ふれあい館作品展示交流会（大平支所） 

開催日　　令和６年５月２５日（土）、２６日（日） 

場　所　　ふるさとふれあい館 

内　容　　ボランティア団体の活動紹介及びふれあい館利用団体作品展

示、地域のお宝パネル展示、健康測定会・ＴＯＣＨＩＣＯリサイクル他 

（イ）藤岡ふくしまつり（藤岡支所） 

開催日　　令和６年１０月２０日（日） 

場　所　　藤岡文化会館・藤岡公民館 

内　容　　福祉団体・ボランティア団体による各種コーナー、ふくしバザー 

　　　　　　　　　　等 

（ウ）岩舟「我が事・丸ごと」ふくしまつり（岩舟支所） 

開催日　　令和６年１１月３日（日） 

場　所　　Ｃ Ｉ Ｔ Ｙ  Ｇ Ｙ Ｍ ＆ Ｓ Ｐ Ａ 遊 楽 々 館 ユ ニ バ ー サ ル 広 場 

内　容　　各協議体・地域の各種団体によるブース出展 

（我が事・丸ごと事業ＰＲ、バザー、介護体験等の各種体験、

飲食ブース等）、ステージイベント（園児のダンス、小野寺大

判かるた大会等）等  
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（３）市民同士の活動の促進　 

ア　ふれあい在宅福祉サービス事業の実施（地域福祉課、各支所） 

住民同士の助けあい活動を高齢者や障がい者等への在宅福祉サービスに結び

付けた住民参加型の在宅福祉サービス事業を実施した。 

　　　　協力会員数　４７人　　利用会員数　６４人 

　　　　派遣回数　　１，１２５回 

（内訳）　　家事援助　　　　　　　　　　７１１回 

身の回りの軽度の世話　　　　　８９回 

外出の付き添い　　　　　　　　４４回 

留守番・話し相手　　　　　　　１５回 

買い物　　　　　　　　　　　２６６回 

イ　福祉団体等の運営支援 

（ア）とちぎ蔵の街シニアクラブ連合会事務局（地域福祉課）※受託 

　　　　シニアクラブ支部同士の円滑な運営と事業の推進を図るため、職員がとちぎ

蔵の街シニアクラブ連合会の事務局業務に従事した。 

　（イ）福祉団体等の事務局及び活動支援（地域福祉課、各支所） 

福祉団体の運営を支援するため、下記の福祉団体の事務局を担い、事務支援

などを行った。 

 

 課支所名 団体名

 地 域 福 祉 課 とちぎ蔵の街シニアクラブ連合会及び同栃木支部

 
大平支所

とちぎ蔵の街シニアクラブ連合会大平支部、栃木市身体障害者福祉

会連合会大平支部、大平地区社会福祉協議会

 

藤岡支所

とちぎ蔵の街シニアクラブ連合会藤岡支部、栃木市身体障害者福祉

会連合会藤岡支部、栃木市藤岡地域活動支援センター親の会、藤岡

町給食ボランティアの会、藤岡地区社会福祉協議会、藤岡町傾聴ボ

ランティア「ひだまり」

 

都賀支所

とちぎ蔵の街シニアクラブ連合会都賀支部、栃木市身体障害者福祉

会連合会都賀支部、都賀町心身障害児者父母の会、傾聴ボランティ

ア「かたつむりの会」、栃木市都賀手話サークル「スマイル」、都

賀地区社会福祉協議会、いちごの郷・なかよし保護者会、読み聞か

せボランティア「なかよし」、まちづくりネットワーク「つが」

 

西方支所

とちぎ蔵の街シニアクラブ連合会西方支部、西方町介護者の会、西

方町ボランティア連絡協議会、一人暮らし高齢者の会、西方地区社

会福祉協議会、西方地区社会福祉協議会真名子支部

 

岩舟支所

とちぎ蔵の街シニアクラブ連合会岩舟支部、栃木市身体障害者福祉

会連合会岩舟支部、岩舟地区社会福祉協議会、岩舟町傾聴ボランテ

ィア「ぴーちゃん」
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ウ　世代間交流事業の推進（地域福祉課） 

児童と高齢者の世代間交流を推進するため、世代間交流事業を実施するシニア

クラブを募り、事業実施の補助を行った。（１８団体） 

　エ　ふれあい交流事業の実施（地域福祉課） 

障がいのある方もない方も一緒に交流することで、地域に住む人々が互いの理

解を深め、助け合いの気持ちを育むことを目的に、交流事業を実施した。 

実施日　　令和７年３月８日（土） 

場　所　　栃木市勤労者体育センター 

内　容　　ミニ運動会 

参加人数　７６人 

　オ　地区社協等のいきがいサロン、子育てサロンへの補助 

（ア）いきがいサロン事業の推進（地域福祉課） 

一人暮らし高齢者等の引きこもり防止や生きがいづくりを目的に、いきがい

サロン事業を実施する地区社会福祉協議会への補助を行った。（６団体） 

（イ）子育てサロン事業の推進（地域福祉課） 

　　　子育て家庭の親子の交流や育児に関する情報交換、仲間づくりを行う場の提

供など、育児に対する不安の解消を目的に、子育てサロン事業を実施する地区

社会福祉協議会への補助を行った。（１団体） 

カ　ふれあい弁当事業（配食サービス）の実施（大平支所） 

地域の見守りが必要な高齢者世帯を対象に、民生委員児童委員・ボランティア

の協力を得て、弁当の調理と宅配を実施した。 

　実施回数　　　１２回 

　実利用人数　　４６人 

延べ配食数　５１４食 

キ　点字本宅配サービス事業の実施（地域福祉課） 

視力障がい者の情報収集に資するため、点字ボランティアの協力を得て、点字

本の宅配サービスを実施した。 

実施回数　　　１２回 

貸出冊数　　　３６冊 

ク　マイクロバスの貸出（地域福祉課） 

福祉団体等の活動を支援することを目的に、本会が所有するマイクロバスの貸

し出しを行った。（貸出回数　３６回） 
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（４）福祉サービスの提供 

ア　児童関係 

（ア）放課後児童健全育成事業の実施（西方支所）※受託 

放課後児童の健全育成と保護者の就労支援を目的に、西方児童クラブ・第２

西方児童クラブ・真名子児童クラブを運営した。 

 

（イ）障がい児子育てサロンの開催（福祉サービス課） 

障がい児を持つ家庭が抱える子育ての相談や指導を行うとともに、保護者同

士の情報交換や親子の仲間づくりの場を提供することを目的に、キッズホーム

で障がい児子育てサロンを開催した。 

開催回数　　　　　６回 

実参加人数　　　３９人(大人１９人、子ども２０人) 

延べ参加人数　１３３人(大人５８人、子ども７５人) 

講　師　　　　ふじおかおはなし会「コロポックル」他 

　（ウ）心理相談の実施（福祉サービス課） 

　　　　子どもの発達に関する保護者の不安や悩みなどに対し、専門家の相談・助言

の機会として、臨床心理士による心理相談を実施した。 

実施回数　　３回 

　　　　  実参加人数　６人（親子５組） 

　　　　  相談員　　　臨床心理士　小竹利夫 氏 

イ　高齢者関係 

（ア）車椅子貸出事業の実施（地域福祉課、各支所） 

車椅子を必要とする方の屋内外移動の負担軽減を図ることを目的に、車椅

子の貸し出しを行った。 

 

 西方 

児童クラブ

第２西方 

児童クラブ

真名子 

児童クラブ
計

 開 設 日 月～土（祝日、年末年始除く） －

 開 設 日 数 ２５４日 ２５１日 ２５３日 －

 実 利 用 人 数 ３９人 ５７人 ２０人 １１６人

 延べ利用人数 ５，２８８人 ７，１０３人 ３，７８０人 １６，１７１人

 地域福祉課 大 平 支 所 藤 岡 支 所 都 賀 支 所 西 方 支 所 岩 舟 支 所 計

 貸出回数 ８９ １０８ ５２ １７ １７ ２９ ３１２
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（イ）車椅子移送車貸出事業の実施（地域福祉課、各支所） 

車椅子を利用する高齢者や身体障がい児者の外出時（通院、通所、外出等）

の負担軽減を図ることを目的に、車椅子のまま乗降できる車両の貸し出し（燃

料費のみ実費負担）を行った。 

 

（ウ）地域包括支援センター運営協力業務の実施（法人運営課）※受託 

職員４人（社会福祉士２人、介護支援専門員２人）が、栃木市内の地域包括

支援センターの業務に従事した。 

ウ　障がい者関係 

（ア）障がい者等移送サービス事業の実施（大平支所） 

　　　　公共交通機関の利用が困難な方を対象に、車いすやストレッチャーの使用等

による市外の医療機関への通院、入院等の移送サービスを実施した 

運行日数　　１８７日 

実利用人数　　　６３人 

利用回数　　　５５９回 

（イ）栃木市障がい児者相談支援センター事業の実施（法人運営課）※受託  

障がい者相談支援専門員として職員２人が、栃木市障がい児者相談支援セン

ターの業務に従事した。 

（ウ）障がい者等移動支援事業の実施（福祉サービス課、大平支所）※受託 

　　　　屋外での移動が困難な障がい者等を対象に、自立生活及び社会参加促進のた

め、ホームヘルパーによる外出支援を実施した。 

 

　  

 課支所名 貸出回数 貸出日数 実利用人数

 地域福祉課 １０９回 １９８日 ３３人

 大平支所 １２６回 １８６日 ４２人

 藤岡支所 　８５回 １１６日 ２８人

 都賀支所 
１０６回 １５４日 ３３人

 計 ４２６回 － １３６人

 　　　　　　　北部ヘルパーステーション 南部ヘルパーステーション 合　計

 実利用人数 １人 ０人 １人

 派 遣 回 数 ４６回 ０回 ４６回

 派 遣 時 間 ４６時間 ０時間 ４６時間
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エ　その他 

（ア）法律相談の実施（弁護士）（大平支所） 

市民からの法律的な問題に対して、専門家である弁護士が助言等を行った。 

　　　　　実施日　　毎月第１、第３火曜日（午前９時から正午） 

　　　　　場　所　　ふるさとふれあい館 

　　　　　相談件数　１２７件 

　　　【相談内訳】 

　 

（イ）産前産後ヘルパー派遣事業の実施（福祉サービス課）※受託 

　　　　日中、家事及び育児を行う者が他にいない妊婦等に対して、ホームヘルパー

を派遣して、家事や育児の支援を実施した。 

 

（５）栃木市地域福祉活動計画の策定（地域福祉課） 

栃木市における地域福祉活動の円滑な推進を図るため、行政と協働し、住みよ

い地域づくりの実現を目指す地域福祉の理念と体制づくりの指針、行政や本会、

関係機関、市民の行動計画となる第３期栃木市地域福祉計画・地域福祉活動計画

（令和７年度～令和１１年度）を策定した。 

 

２　ボランティア活動への参加促進と支援　 

（１）ボランティアセンターの運営 

ア　ボランティアの相談・登録（地域福祉課、各支所） 

より多くの市民が気軽にボランティア活動へ参加できるようにするため、ボラ

ンティアの発掘、育成等の基盤づくり、ボランティアに関する登録・相談等を行

った。 

　　　　登録数　　　個人　１４１人    団体　１９３団体 

 相談事項 件数 相談事項 件数 相談事項 件数

 不動産（土地等） １９件 金銭トラブル ３１件 家族 ６件

 相続 ３０件 離婚 ２０件 近隣トラブル ５件

 事故 ５件 職業・生業 ４件 その他 ７件

 　　　　 北部ヘルパーステーション 南部ヘルパーステーション 合　計

 実利用人数 ８人 １人 ９人

 派 遣 回 数 ４９回 ３７回 ８６回

 派 遣 時 間 ５４時間 ３７時間 ９１時間
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イ　ボランティア保険への加入促進（地域福祉課、各支所） 

ボランティア活動中のケガや賠償責任を補償するボランティア活　動保険、及

びボランティアグループや福祉団体の行事中の事故を補償するボランティア行

事用保険を受け付けた。 

ボランティア活動保険加入数　　 

団体　１００団体（２，３４４人）　個人　４１人 

ボランティア行事用保険加入数　２２３件 

 

（２）人材育成 

ア　手話講座の開催 

（ア）手話奉仕員養成講座の開催（地域福祉課） 

聴覚に障がいのある方へ情報を手話で伝えるボランティアの養成と障がい

者への理解を深めることを目的に、手話奉仕員養成講座を開催した。 

　開催期間　　令和６年４月２４日～令和７年３月１２日 

毎週水曜日（全４５回） 

　場　所　　　栃木保健福祉センター 

受講人数　　２１人 

（イ）手話のミニ講座の開催（地域福祉課） 

手話に興味を持ち、手話奉仕員養成講座等への参加促進のために、手話の

ミニ講座を開催した。 

開催回数　１０回 

場　所　　栃木保健福祉センター、大平公民館 

受講人数　５０人 

イ　ふれあい在宅福祉サービス協力会員研修会の開催（地域福祉課） 

ふれあい在宅福祉サービスにおける協力会員活動の向上と、住民参加型在宅福

祉サービスについての理解や関心を高め、協力会員の増加につなげることを目的

に、協力会員と市民を対象とした研修会を開催した。 

開催日　　令和７年３月１９日（水） 

場　所　　きららの杜　とちぎ蔵の街楽習館　 

内　容　　認知症サポーター養成講座 

講　師　　スタジオリズム箱森　古田土広樹 氏  

参加人数　２１人 

ウ　運転ボランティア養成研修会の開催（岩舟支所） 

運転ボランティアの人材を育成するとともに、安全・安心に移動手段の確保と

いう地域の福祉課題に取り組むことができるよう、運転ボランティアに必要な知

識と技術を習得するための研修会を開催した。 

開催日　　令和７年３月３日（月） 

場　所　　栃木自動車教習所 

内　容　　住民共助の役割、安全運転の基本、車両の運転等 

 　参加人数　１０人 
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エ　人権（介護）講演会の開催（地域福祉課） 

性の多様性が身近に広がる中、性の多様性に対する理解と認識を深め、市民の

人権意識の醸成を図ることを目的に、市人権・男女共同参画課との共催で人権講

演会を開催した。　 

開催日　　令和７年２月２６日（水） 

　　　　場　所　　きららの杜　とちぎ蔵の街楽習館　 

　　　　内　容　　性別でみる多様性と人権 

　　　　講　師　　ダイビーノン代表　あっきー 氏 

参加人数　１８人 

オ　栃木市民特別講座「まちぐるみで認知症高齢者を支える」の開催（地域福祉課） 

認知症高齢者を支える取り組みの事例や、認知症に関する啓発を目的に、栃木

市、栃木市特別養護老人ホーム・養護老人ホーム連絡協議会との共催で、栃木市

民特別講座「まちぐるみで認知症高齢者を支える」を開催した。 

　  開催日　　令和６年９月１６日（月） 

　  場　所　　とちぎ岩下の新生姜ホール（栃木文化会館） 

　内　容　　基調講演 

「認知症の理解と援助」～共生社会の実現のために～ 

講　師　　川崎幸クリニック院長　杉山孝博 氏  

参加人数　２５０人 

カ　実習生の受け入れ（地域福祉課、福祉サービス課） 

将来、社会福祉等の専門職として活躍する人材育成の一助として、社会福祉士

等の実習生を受け入れた。 

 

 学校名等 実習期間（実習日数） 受入人数 担当部署等

 佐野日本大学短期大

学
令和 6 年 8 月 7 日～9 月 20 日（24 日） １人 地域福祉課

 マロニエ医療福祉専

門学校（社会福祉学

科）

令和 6 年 8 月 7 日～9 月 20 日（24 日） １人 地域福祉課

 令和 6 年 11 月 25 日～12 月 27 日（ 24

日）
１人 地域福祉課

 

マロニエ医療福祉専

門学校（看護学科）

令和 6 年 11 月 18 日、19 日（ 2 日） １人

老 人 福 祉 セ

ン タ ー 福 寿

園

 
令和 6 年 11 月 18 日、19 日（ 2 日） １人

老 人 福 祉 セ

ン タ ー 長 寿

園
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キ　ふくしミニ体験講座の開催（地域福祉課、各支所） 

　　　ボランティアを始めたいと思っている方や興味のある方等を対象に、各ミニ講

座の体験を通してボランティア活動や福祉に対する関心と理解を高めることを目

的として開催した。 

 

（３）福祉団体・ボランティア団体等活動支援 

　　　福祉団体・ボランティア団体等への補助 

　　　地域における福祉活動の推進を図るため、市内の福祉団体・ボランティア団体

の活動に対する補助を行った。（４５団体） 

 

（４）収集ボランティア運動の実施 

ア　エコキャップ回収運動の実施（ 大 平 支 所 、 藤 岡 支 所 、 西 方 支 所 、 岩 舟 支 所 ）  

世界の子ども達のためのワクチン購入にエコキャップを活用している団体へ

の寄贈や、ボランティア団体の活動支援などにエコキャップを活用するため、回

収運動を実施した。 

　　　　回収量　　４０８，５００個 

イ　アルミ缶回収運動の実施（西方支所） 

西方支所でアルミ缶を１８０ｋｇ回収し、その収益金を西方町ボランティア連

絡協議会が実施する福祉事業に活用した。 

ウ　入れ歯回収ボックスの設置（地域福祉課） 

入れ歯に含まれている貴金属のリサイクル収益金を、世界の恵まれない子ども

達の支援に活用していただくため、市役所本庁舎、栃木保健福祉センター、本会

各支所、各老人福祉センターにＮＰＯ法人日本入れ歯リサイクル協会の回収ボッ

クスを設置した。 

回収数　　１０個 

 

 講座名 開催日 受講人数 担当部署

 はじめての傾聴 

「傾聴」ってなあに？
令和７年２月１３日（木） ９人

地域福祉課 

藤岡支所

 
読み聞かせ勉強会 令和７年２月２１日（金） １０人

大平支所 

西方支所

 
はじめての点字講座 令和７年２月２６日（水） ６人

岩舟支所 

都賀支所
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（５）被災地支援及び災害時支援体制強化 

　ア　栃木市災害ボランティア支援委員会の開催（地域福祉課）  

災害時に災害ボランティアセンターの設置・運営が迅速かつ効果的に行えるよ

う、栃木市災害ボランティアの支援委員会を開催し、関係機関・団体と災害ボラ

ンティアセンターの設置や人材養成に関して協議・検討を行った。　　 

　　　　 

開催日　　令和６年１１月１１日（月） 

　　　　場　所　　栃木保健福祉センター 

　　　　協議内容　栃木市災害ボランティアセンター運営サポーター養 

成研修について 

災害ボランティアセンターの設置場所や資機材の保 

管場所について 

参加人数　８人 

イ　災 害 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 運 営 サ ポ ー タ ー 養 成 研 修 の 開 催（地域福祉課） 

地域における災害ボランティア活動への理解促進と意識醸成を図り、災害ボラ

ンティアセンターの運営を支える人材を養成するとともに、普段からの支え合い

やつながりづくりの促進を目指して、運営サポーター養成研修を開催した。 

開催日　　令和６年１２月８日（日）　 

場　所　　栃木保健福祉センター 

　　　　内　容　　災害ボランティアセンターの仕組みと被災者のおかれている状況

について（講義） 

災害ボランティアセンター運営訓練（実技） 

災害時におけるアレルギー対策について（講義） 

講　師　　Ｎｕｋｉｉｔｏ代表　髙山弘毅 氏  

　　　　　　　　　とちぎアレルギーの会代表　大森敦子 氏 

参加人数　１４人 

　ウ　防災訓練の協力（地域福祉課） 

市民の防災意識の高揚及び関係機関相互の連携強化、並びに職員の災害ボラン

ティアセンターの運営の迅速化を図るために実施された栃木市総合防災訓練に

参加協力した。 

実施日　　令和６年１１月３０日（土） 

場　所　　栃木市大平総合運動場 

内　容　　災害ボランティアセンターの受付訓練 
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エ　職員の派遣（地域福祉課） 

　　　各関係機関との派遣協定等に基づき、職員を被災地に派遣した。 

 

オ　能登半島地震災害活動報告会の開催（地域福祉課） 

　　　栃木市災害ボランティア支援委員会構成団体、行政機関を対象に能登半島地震

災害活動報告会を開催した。 

開催日　　令和６年１０月３日（木） 

場　所　　栃木保健福祉センター 

参加人数　１９名（市役所２名、青年会議所１名、NPO 法人ハイジ１名、 

本会職員１５名） 

カ　栃木市災害ボランティアセンター資機材ネットワーク構築事業の開催（地域福祉課）  

　　　市民や民間企業等と連携協働し、活動資機材を確保し、被災者への支援を充実

させるとともに、地域における災害ボランティア活動への理解促進と意識醸成を

図ることを目的に、活動資機材提供ネットワークの活動事例、新規に導入した資

機材（ポータブル電源）の活用方法等の研修会を開催した。 

開催日　　令和６年１１月２８日（木） 

場　所　　老人福祉センター福寿園 

内　容　　おやま防災・ストックヤードおやまの取り組み 

　　　　　新規導入資機材の活用方法、取扱い方法 

講　師    小山市社会福祉協議会　町田拓也 氏  

　　　　　（株）ハマ商店　長濱賢治 氏  

参加人数　１１名（市役所　１名、青年会議所　４名、 

NPO 法人ハイジ　１名、本会職員　５名） 

 

 関係機関名 派遣期間 内容 派遣人数 派遣場所

 

災害ボランティア活動

支援プロジェクト会議

５月２３日（木） 

～２７日（月）
災 害 ボ ラ ン テ

ィ ア セ ン タ ー

の運営支援

１人
石川県七尾

市

 ７月１８日（木） 

～２２日（月）
１人

石川県珠洲

市

 

社会福祉協議会ブロッ

ク派遣

４月　８日（月） 

～１４日（日） 災 害 ボ ラ ン テ

ィ ア セ ン タ ー

の活動支援

１人
石川県穴水

町

 
７月２１日（日）

～２７日（土）
１人

石川県輪島

市 

門前支所
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３　学校や地域における福祉教育の推進 

（１）小・中学校福祉授業等への職員等の派遣や体験活動の受け入れ（地域福祉課、各支所） 

市内小・中学校等からの福祉やボランティア活動に関する授業実施の相談や地

域からの福祉講座実施の相談に応じ、職員やボランティアグループ等の講師派遣、

体験活動の受け入れを行った。 

ア　小中学校等への派遣（４６件） 

 派遣日 派遣先学校名等 派遣の内容

 令和６年 

５月　９日（木）
寺尾小学校　（４年）

みんなが暮らしやすい共に生きるま

ちってどんなまち？

 ５月２４日（金） 大平東小学校（４年） 高齢者疑似体験

 
５月３０日（木） 藤岡中学校　（２年）

高齢者疑似体験、手話体験、点字体

験、絵はがき作成

 ５月３１日（金） 大平東小学校（４年） アイマスク体験

 ６月１０日（月） 栃木南小学校（４年） ふくしとは、共同募金について

 ６月１１日（火） 大平東小学校（４年） 車椅子体験

 ６月１７日（月） 栃木南小学校（４年） 点字体験

 ６月１８日（火） 栃木南小学校（４年） 手話体験

 ６月２８日（金） 大平東小学校（４年） 点字体験

 
７月　１日（月） 岩舟小学校　（４年）

手話体験、点字体験、バリアフリー、

赤い羽根共同募金、盲導犬

 ７月　３日（水） 大平東小学校（４年） 盲導犬ユーザーさんのお話

 ７月　５日（金） 国府北小学校（５年） 車いす体験、点字体験

 ７月１０日（水） 小野寺小学校（６年） 地域のお宝講座

 ９月１２日（木） 赤麻小学校　（４年） 点字体験、手話体験

 ９月１３日（金） 真名子小学校（４年） 車椅子体験

 ９月１９日（木） 千塚小学校　（４年） 車いす体験

 ９月１９日（木） 大平中央小学校（４年） 手話体験

 １０月１５日（火） 栃木第四小学校（４年） 車いす体験

 １０月１５日（火） 小野寺小学校（４年） 手話体験、ろう者の生活（お話）

 １０月１６日（水） 栃木第四小学校（４年） ボッチャ体験

 １０月１８日（金） 小野寺小学校（６年） 認知症寸劇

 １０月１８日（金） 真名子小学校（４年） 高齢者との交流

 １０月２１日（月） 大平中央小学校（４年） アイマスク体験

 １０月２８日（月） 大宮北小学校（４年） 盲導犬ユーザーさんのお話

 １０月２８日（月） 小野寺小学校（６年） 地域のお宝講座

 １０月３０日（水） 大平南小学校（４年） 車椅子体験

 １０月３０日（水） 家中小学校　（４年） 車椅子移送車体験、アイマスク体験

 １０月３１日（木） 大宮北小学校（４年） 手話体験

 １０月３１日（木） 三鴨小学校　（４年） 手話体験、点字体験

 １１月　６日（水） 赤麻小学校　（４年） 車椅子体験、高齢者疑似体験
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イ　学校以外への派遣（３件） 

 

 １１月　８日（金） 千塚小学校　（４年） シニアクラブとの交流

 １１月１１日（月） 大平中央小学校（４年） 高齢者疑似体験

 １１月１５日（金） 大平南小学校（４年） アイマスク体験

 １１月１８日（月） 部屋小学校　（４年） 高齢者疑似体験

 １１月１９日（火） 静和小学校　（４年） 手話体験、ろう者の生活（お話）

 １１月２１日（木） 部屋小学校　（４年） 点字体験

 １１月２２日（金） 千塚小学校　（４年） 手話体験

 １１月２２日（金） 栃木第五小学校（４年） 盲導犬ユーザーさんのお話

 １１月２９日（金） 栃木第四小学校（４年） 点字体験

 １２月　４日（水） 部屋小学校　（４年） 車椅子体験

 １２月　６日（金） 千塚小学校　（４年） 点字体験

 １２月　９日（月） 部屋小学校　（４年） 手話体験、視覚障がい者体験

 １２月１０日（火） 栃木第四小学校（４年） 手話体験

 １２月１１日（水） 三鴨小学校　（４年） 車椅子体験、視覚障がい者体験

 １２月２０日（金） 栃木第四小学校（４年） 盲導犬ユーザーさんのお話

 令和７年 

２月　３日（月）
大平中学校福祉委員会

社協事業(福祉車両貸出、車椅子貸出

事業)説明、福祉車両・車椅子の清掃

 
派遣日

派遣先 
派遣の内容

 令和６年 

　　８月２３日（金）

シ ル バ ー 大 学 南 校 同

窓会岩舟支部

能 登 半 島 地 震 災 害 支 援 に 携 わ っ て

（講話）

 

９月１０日（火）

と ち ぎ 蔵 の 街 シ ニ ア

ク ラ ブ 連 合 会 岩 舟 支

部

能登支援から考える「共に生きる社

会とは」（講話）

 １１月１８日（月） 佐野短期大学 地域福祉と包括的支援体制（講話）
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（２）児童、生徒のための福祉講座の開催（地域福祉課、各支所） 

夏休みを利用して、福祉やボランティア活動に対する子どもたちの理解と関心

を高めることを目的に、サマーボランティアスクールを開催した。 

 

（３）蔵の街高校生ボランティアスクールの開催（地域福祉課） 

市内の公共施設、社会福祉施設などでのボランティア活動を通じて、高校生の

地域やまちづくりへの関心を高めることを目的に、栃木市・市民活動推進センタ

ーくららと共催で蔵の街高校生ボランティアスクールを開催し、地区社協等の福

祉事業やキッズホームとちぎでのボランティア活動の受け入れを行った。 

開催日　　令和６年７月３１日（水）～８月６日（火） 

内　容　　ＴＯＣＨＩＣＯリサイクル（子ども服リサイクル事業） 

藤岡地区社協自由学校（小学生への学習支援やレクリエーション

活動） 

キッズホームとちぎ夏祭り 

受入人数  １８人 

 会場 開催日 内容 参加人数 場所

 

中央 

地域

令和６年 

７月２５日（木） 

２６日（金）

【１日目】 

災 害 に 関 す る 講 話 と ワ ー

ク シ ョ ッ プ 、 防 災 ゲ ー ム

等 

【２日目】 

防 災 学 習 、 消 火 器 体 験 、

地震 

体験等

３０人

【１日目】 

栃木保健福祉センター 

【２日目】 

埼 玉 県 防 災 学 習 セ

ンター、向井千秋記

念子ども科学館

 

南部 

地域

令和６年 

７月２４日（水） 

２５日（木）

【１日目】 

防 災 学 習 、 消 火 器 体 験 、

地震 

体験等 

【２日目】 

き れ い な 水 を 作 っ て み よ

う （ 濾 過 水 づ く り ） 、 非

常 食 の 試 食 体 験 、 お 家 点

検 、 非 常 持 ち 出 し 袋 の 作

成 、 令 和 元 年 東 日 本 台 風

と 栃 木 市 災 害 ボ ラ ン テ ィ

ア セ ン タ ー に つ い て の 講

話

１日目

３５名 

 

２日目 

３４名

【１日目】 

埼 玉 県 防 災 学 習 セ

ンター、向井千秋記

念子ども科学館 

【２日目】 

CITY GYM ＆ SPA 遊

楽々館

 

北部 

地域

令和６年 

８月１日（木） 

２日（金）

【１日目】 

災 害 用 ベ ッ ド 作 り 、 防 災

クイズ、AED 体験などの救

命講習 

【２日目】 

防 災 学 習 、 消 火 器 体 験 、

地震 

体験等

２３人

【１日目】 

都 賀 南 部 コ ミ ュ ニ

ティセンター 

【２日目】 

埼 玉 県 防 災 学 習 セ

ンター、向井千秋子

ども科学館
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（４）先生と一緒に考える福祉教育のあり方講座の開催（地域福祉課） 

福祉教育の更なる充実を図るため、教職員の福祉に対する理解と関心を高める

とともに、市内教育機関の情報交換とネットワークづくりの機会として、先生と

一緒に考える福祉教育のあり方講座を開催した。 

開催日　　令和６年５月２７日（水） 

内　容　　福祉教育を進める視点と求められる学びの構造について（講義）　　 

学校から家庭へ広がる福祉の学び（事例発表） 

すぎのこ会が取り組み福祉教育について（事例発表） 

講　師　　四天王寺大学　准教授　吉田祐一郎 氏 

　　　発 表 者　　大宮南小学校、社会福祉法人すぎのこ会 

 

（５）福祉教育推進事業の実施（地域福祉課、各支所） 

ボランティア活動等の体験を通して、社会福祉への理解と関心を高め、社会参

加や社会連携の精神を養うとともに、地域社会・学校・家庭が連携して、地域に

密着した福祉教育の推進を図るため、市内小中学校及び高等学校等が実施する福

祉教育等の活動経費に対する補助を行った。（幼保３園、小学校２４校、中学校

４校、高校４校） 

 

（６）福祉体験機器等の貸出（地域福祉課、各支所） 

　　　福祉教育を推進するため、学校や施設に対し、各種福祉体験機器等の貸し出し

を行った。 

（点字盤、高齢者疑似体験セット、車椅子、ボッチャの貸出　８件） 

 

４　生活困窮者への支援及び成年後見事業の実施　 

（１）生活困窮者に対する支援の推進 

ア　生活困窮者自立支援事業の実施（地域福祉課）※受託 

生活困窮者が困窮状態から早期に脱却し、社会的・経済的に自立することを目的

に、支援対象者の個々の状態に応じた包括的な相談支援事業を実施した。 

　 

（ア）支援調整会議の開催 

　　　　本会とちぎ市くらしサポートセンターが作成する支援計画の内容の検証や関

係機関及び関係者等の連絡調整並びに事後評価等の検証等を行うことを目的に、

支援調整会議を、年１２回開催した。 

（イ）自立相談支援事業（必須事業） 

 　　新規相談受付件数 ３１５件 

 　　プラン作成件数 　４９件 

 　　相談内容　　　 自立相談支援、家計相談、学習支援、一時生活支援、 

住宅確保給付金 
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（ウ）学習支援事業（任意事業） 

生活困窮等の理由から学習環境に課題のある世帯の小・中学生を対象に、学

校授業の補習、進学のための学習や進路相談などを実施した。 

　　　ａ　短期集中型学習サポート塾（小中学生対象。夏、冬休み期間） 

　　　　　○夏休み期間 

実施期間　　令和６年８月１日（木）、２日（金）、５日（月）、 

７日（水）～９日（金） 

場　　所　　栃木会場：栃木保健福祉センター 

大平会場：大平公民館 

参加人数（両会場） 

小学５・６年生：登録者　４人、延べ参加人数１２人 

中学１・２年生：登録者１０人、延べ参加人数２８人 

中学　　３年生：登録者１１人、延べ参加人数２０人 

計　　　：登録者２５人、延べ参加人数６０人 

　　　　　○冬休み期間 

　　　　　　実施期間　　令和６年１２月２６日（木）～２８日（土） 

場　　所　　栃木保健福祉センター 

参加人数　　 

小学５・６年生：登録者　４人、延べ参加人数　５人 

中学１・２年生：登録者　４人、延べ参加人数　９人 

中学　　３年生：登録者１６人、延べ参加人数３３人 

計　　　：登録者２４人、延べ参加人数４７人 

ｂ　通所学習（中学生対象） 

　　　　　実施期間　　令 和 ６ 年 ６ 月 １ 日 （ 土 ） ～ 令 和 ７ 年 ３ 月 １ 日 （ 土 ） 

　　　　　　　　　　　毎週土曜日（計３７日） 

場　　所　　栃木会場：栃木保健福祉センター 

大平会場：ふるさとふれあい館 

　　参加人数（両会場） 

中学１・２年生：登録者１７人、延べ参加人数２３０人 

中学　  ３年生：登録者２１人、延べ参加人数３７０人 

計　　　：登録者３８人、延べ参加人数６００人 

 

ｃ　通信学習（小中学生対象） 

　　　　　実施期間　　令 和 ６ 年 ６ 月 １ 日 （ 土 ） ～ 令 和 ７ 年 ３ 月 １ 日 （ 土 ） 

　　　　　　　　　　　　毎週土曜日（計３７日） 

参加人数　　通信教育のみ：４７人（小学生２７人、中学生２０人） 

　　　　　　　　　   　  通信学習と通所学習の併用：１４人（中学生） 



134 

（エ）学習支援事業参加者や卒業生への社会参加支援 

　　　学習支援事業参加者と卒業生に対し、地域イベント等でのボランティア募集

を周知し、ボランティア活動に参加することで、社会参加を図った。 

　　　　卒業生のボランティア登録者数　４人 

　　　　延べ参加人数　　５人 

　　　　参加内容　　地域イベント当日の運営ボランティア 

（オ）家計改善支援事業の実施（任意事業） 

家計に課題を抱える生活困窮者からの相談に応じ、家計状況を明　らかに

した上で、生活再生に向けた意欲を引き出し、家計の視点から必要な情報提供

や専門的助言・支援等を行うことにより家計を管理する力を高め、早期に生活

を再生することを目的に、家計相談支援事業を実施した。 

プラン作成人数　　２７件 

延べ相談件数　　３７３件 

（カ）就労準備支援事業の実施（任意事業） 

被 保 護 者 又 は 経 済 的 困 窮 の 状 態 に あ る 者 で あ っ て 、 一 般 就 労 が 困　　　　

難な者に対し、生活習慣の形成のための指導・訓練、就労の前段階として必

要な社会的能力の習得及び就労体験や、一般就労のための就職活動の技法や

知識の取得支援などを実施し、基礎能力を身につけることで安定的な就労に

就き、経済的困窮状態から脱却を図ることを目的に、就労準備支援事業を実

施した。 

プラン作成件数　　２件 

活動回数　　　　２１回　 

（キ）栃木市フードバンク事業の実施 

　　　食品ロス削減と地域福祉の増進に資するため、安全に食べることができるに

もかかわらず廃棄されてしまう食品及び市場に流通できない食品を個人、法人

及び団体から無償で受け入れ、食糧支援が必要な者、各支援団体や福祉施設等

に対し、包括的な相談支援を実施する中で、栃木市フードバンク事業を実施し

た。 

　　　　食品受け入れ件数　　２７６件 

　　　　日用品等受入れ件数　　３２件 

（ク）事業啓発等の実施 

　地域課題の共有及び担い手の育成を図ることを目的に、イベント等に参加し、

市内子育て団体及び地域住民等に対して、生活困窮者自立支援事業啓発のため

の周知活動等を実施した。 

　　　　　実施回数　　３回 
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（ケ）く ら し サ ポ ー ト 事 業 （ 旧 事 業 名 ： 緊 急 一 時 食 糧 支 援 事 業 ） の 実 施  

　　貸付相談等において、生命の維持や自立に向かうために一時的な食糧支援が必

要と判断される方に対し、米や缶詰等の食糧を支給した。また、米の配付を必要

とする学習支援事業参加者の世帯に対し、米の配布した。 

　　　　　支援件数　　６２３件 

　　　　　支援物品　　米、缶詰、乾麺、レトルト食品、アルファ米等　 

　イ　各種資金の貸し付け・相談（地域福祉課、各支所） 

（ア）生活福祉資金の貸付※受託 

　　　栃木県社会福祉協議会が低所得者、障がい者、高齢者に対し、各種資金の貸

し付けを行う生活福祉資金の窓口として、民生委員児童委員と連携し、申請に

必要な支援等を行った。 

【新規貸付実績】　　　　　　　　　　　　　　　　 

  

（イ）緊急小口資金等の特例貸付の借受人へのフォローアップ支援 

　　　新型コロナウイルス感染症の影響による緊急的な生活資金の貸付として令和

２年４月から令和４年９月に実施された緊急小口資金等の特例貸付を受けた借

受人に対し、償還に関する相談対応等、以下のフォローアップ支援を開始した。 

ａ　償還免除を行った借受人へのフォローアップ支援 

・訪問、架電等による生活状況の把握 

・自立相談支援機関の支援を希望する場合、自立相談機関への借受人に関

する情報の提供 

ｂ　償還免除申請に未応答の借受人へのフォローアップ支援 

・訪問、架電等による償還免除申請の勧奨や申請書の作成支援 

・借受人の生活状況を踏まえた償還猶予や少額返済の案内 

ｃ　償還免除に至らないものの償還が困難な借受人へのフォロー 

アップ支援 

・借受人の生活状況を踏まえた償還猶予や少額返済の案内 

・償還猶予、償還計画変更、少額返済の受付及び意見書の作成 

・訪問、架電等による生活状況の把握 

・自立相談支援機関との連携による生活再建に向けた支援 

・償還猶予期間中の借受人への支援 

 資金の種類 件数 金　額

 教育支援資金（就学支度費） １件 ２００，０００円

 教育支援資金（教育支援費） １件 １，５４８，０００円
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ｄ　その他 

　　・相談希望の確認アンケートの実施 

　　　実施時期及び対象者 

令和６年５月　償還免除になった借受人 

令和６年８月　令和７年１月に最終償還期限を迎える緊急小口資金

借受人 

令和７年２月　令和７年１月に償還が開始となった再貸付借受人 

借受人総世帯数　　　２，０９３世帯 

アンケート送付数　　１，９３３世帯 

　　　　　　　（５月実施：４３６世帯、８月実施：９２９世帯、２月実施：５６８世帯） 

　　　返信世帯数　　　　　　　　１３０世帯（６．７％） 

　　（５月実施：５８世帯、８月実施：３１世帯、２月実施：４１世帯） 

無反応世帯数　　　　　１，２４５世帯（６４．４％） 

　　（５月実施：３５１世帯、８月実施：５１４世帯、２月実施：３８０世帯） 

住所不明世帯数　　　　　　５５８世帯（２８．９％） 

（５月実施：２７世帯、８月実施：３８４世帯、２月実施：１４７世帯）  

・アンケート無反応世帯への訪問の実施 

　　対　　象　　令和７年１月に最終償還期限を迎える緊急小口資金借受

人（１回以上返済している借受人） 

　　実施時期　　１０月～１１月 

　　訪問件数　　２６０件 

　　訪問結果　　在宅（面談）　　　１２件（４．６％） 

不在表札あり　　　５０件（１９．２％） 

　　　　　　　　不在表札なし　　１３３件（５１．２％） 

転居等所在不明　　６５件（２５％） 

・令和６年度償還免除者・償還猶予者の状況 

 

 貸付種類 償還免除者 償還猶予者

 緊急小口資金特例貸付 １１件 ５３件

 総合支援資金特例貸付 ２７件 ６６件

 総合支援資金（延長）特例貸付 １４件 ２６件

 総合支援資金（再貸付）特例貸付 １０２件 ２７件
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（ウ）社会福祉金庫の貸付 

　　　生活保護が開始されるまでの間の生計の維持が困難な世帯、生活保護世帯で、

緊急的かつ一時的に生計の維持が困難になった世帯に対し、生活一時金の貸し

付けを行い、生活安定の支援を図った。 

　　　　令和６年度貸付金　　　　５９件　　１，５００，０００円 

　　　　　令和６年度償還金　　　　６３件　　１，４９２，０００円 

　　　　　　（償還金内訳）※分割償還含むため償還件数が超過する。 

　　　　　　　過年度貸付分　　　　　７件　　　　　９２，０００円 

　　　　　　令和６年度貸付分　　５６件　　１，４００，０００円 

 

（エ）高額療養費の貸付 

　　　高額療養費を貸し付けることにより、療養者世帯の生活安定の助長を図った。 

　　　　　令和６年度貸付金　　　　１９件　　４，０８１，０００円 

　　　　　令和６年度償還金　　　　２３件　　４，８８１，０００円 

　　　　　　（償還金内訳） 

　　　　　　　過年度貸付分　　　　１４件　　２，８９５，０００円 

　　　　　　　令和６年度貸付分　　　９件　　１，９８６，０００円 

 

（２）権利擁護事業などの推進 

ア　法人後見事業の実施（地域福祉課） 

親族や専門職による後見人が得られにくい方に対し、家庭裁判所の審判を経て、

本会が法人として成年後見人等を受任した。 

受任件数１０件（うち新規１件） 

（類型内訳） 

後　見　　９件（高齢者７件、知的障がい者１件、精神障がい者１件） 

保　佐　　０件 

監督人　　１件（知的障がい者１件） 

（ア）法人後見運営委員会の開催 

法人後見業務の適正な実施を担保するため、法人後見受任の適否の判断や後

見業務への指導を行う法人後見運営委員会（学識経験者や行政職員で構成）

を年３回開催した。 

（イ）法人後見ケース検討会議の開催 

適正な後見業務を行うため、学識経験者、地域包括支援センター、障がい

児者相談支援センター、あすてらす・とちぎ等の関係機関担当者とのケース

検討会議を年６回開催し、法人後見受任の適否、後見業務の検討した。 
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イ　権利擁護・成年後見支援センター事業の実施（地域福祉課）※受託　 

　（ア）成年後見制度に関する相談・利用支援 

　　　　認知症の高齢者や障がい等で、判断能力が十分でない方の権利を擁護すると

ともに、成年後見制度の利用促進を図ることで、誰もが住み慣れた地域で自分

らしく安心して暮らすことを目的に、相談窓口を設置し、助言、情報提供した。 

　　　　　相談人数　　　１２６人 

　　　　　相談延べ件数　１８６件 

【相談内訳】 

（イ）司法書士専門相談 

　　　　法律問題に関する市民の相談に対し、専門家である司法書士が助言した。 

　　　　　実施日　　　　毎月第２火曜日　午前９時３０分～午前１１時３０分 

場　所　　　　栃木保健福祉センター 

　　　　　相談人数　　　３５人 

　　　　　相談延べ件数　３５件 

【相談内訳】 

 

（ウ）成年後見制度に関わる広報及び啓発 

ａ　成年後見制度・市民後見人啓発事業 

　　 　　開催日　　令和６年１０月２７日（日） 

　　　　 場　所　　ゆったりーな(北部健康福祉センター) 

         内　容　　笑って学ぶ成年後見制度 

【第１部】漫才「 何 が 起 こ っ た ん だ ！ ？ 家 の ま わ り が 水 浸 し 」 

漫才師　青空一風・千風 氏 

※青空一風氏は足立区の市民後見人 

【第２部】対談 

　登壇者　青空一風 氏　　　　　　 

　　　　成年後見サポートセンター 

参加人数　　７０人 

 相談事項 件数 相談事項 件数 相談事項 件数

 法定後見関係 63 件 任意後見関係 4 件 法人後見関係 15 件

 申立て相談等 1 件 あすてらす関係 13 件 相 続 ・ 遺 言 ・ 終 活 12 件

 親 族後見等 相談 0 件 専門職への相談 35 件 その他 43 件

 相談事項 件数 相談事項 件数 相談事項 件数

 成年後見制度 3 件 多重債務 1 件 売買 0 件

 贈与 3 件 相続 25 件 財産分与 0 件

 遺言 1 件 その他 2 件 借地借家 0 件
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ｂ  出前講座の開催 

成年後見制度の普及啓発を図るため、地域住民や関係機関に対し、出前

講座を開催した。 

　 

 開催日 内　容 依頼団体等 参加人数

 令和６年 

６月　５日（水）

日常生活自立支援事業「あす

てらす」について

大 平 地 域 包 括 支

援センター
４０人

 
　６月２６日（水） 成年後見制度について

丸 光 ケ ア サ ー ビ

ス（株）
１６人

 
７月２６日（金）

セカンドライフのすすめ 

（終活セミナー）

西 方 町 介 護 者 の

会
１８人

 

８月２８日（水）

老後も安心、終活準備！！ 

成年後見制度・終活・エンデ

ィングノートの活用

老 人 福 祉 セ ン タ

ー福寿園
１８人

 

９月２０日（金）
成年後見制度をテーマとした

事例検討

ち ー む わ が ま る

（ 岩 舟 地 域 包 括

支援センター）

１３人

 

９月２６日（木） 成年後見制度について
栃 木 市 相 談 支 援

ネットワーク
３０人

 
１１月１６日（土） 成年後見制度について

箱 西 は つ ら つ ク

ラブ
３０人

 

１２月１０日（火） 成年後見制度について

精 神 障 害 者 家 族

会 （ 県 栃 木 健 康

福祉センター）

２２人

 

１２月１１日（水） 成年後見制度及び事例

大 平 地 区 西 地 区

民 生 委 員 児 童 委

員協議会

２２人

 令和７年 

３月１８日（火）
法人後見と市民後見人

小 山 市 社 会 福 祉

協議会
２５人
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（エ）成年後見推進委員会の開催（地域福祉課） 

成年後見制度の利用の促進に関する法律及び成年後見制度利用促進基本計

画に基づき、栃木市における市民後見人制度を含む成年後見制度の推進等に関

して必要な事項を検討するため、栃木市成年後見推進委員会を年４回開催した。 

 

（オ）市民後見人養成講座フォローアップ研修「実務編」の開催 

　　　　市民後見人養成講座フォローアップ研修修了者に対する成年後見制度の習得

向上を目的に、市民後見人養成講座フォローアップ研修「実務編」を栃木保健

福祉センターにて４回開催し、研修終了後、希望者（１５名）に対して後見業

務同行実習を実施した。 

 

 開催日 内　容

 

令和６年 

６月　７日（金）

・副委員長の選任について 

・第２期栃木市成年後見制度利用促進計画に係る実現

に向けた取り組みと今後の指標について 

・ 第 ２ 期 栃 木 市 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 計 画 の 策 定 に 

ついて 

・ 令 和 ６ 年 度 成 年 後 見 制 度 ・ 市 民 後 見 人 啓 発 事 業 に 

ついて 

・市民後見人養成講座フォローアップ実務編について 

・市民後見人の報酬付与及び実費弁償について 

・市民後見人活動希望者名簿登録について

 

９月　６日（金）

・市民後見人活動マニュアルについて 

・ 第 ２ 期 栃 木 市 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 計 画 の 策 定 に 

ついて

 
１２月　６日（金）

・ 第 ２ 期 栃 木 市 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 計 画 の 策 定 に 

ついて

 令和７年 

３月　７日（金）

・ 第 ２ 期 栃 木 市 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 計 画 の 策 定 に 

ついて

 開催日 内　容 受講人数

 

令和６年 

９月３０日（月）

・センターの役割 

講師　成年後見サポートセンター 

・公証人役場の役割 

講師　小山公証役場　松尾泰三 氏 

・意思決定支援 

講師　栃木県社会福祉士会　栃木憩子氏

２３人

 
１０月７日（月）

・成年後見の実務 

講師　宇都宮家庭裁判所栃木支部　田波俊裕 氏 

司法書士　本間美帆 氏

２１人

 
１０月２１日（月）

・成年後見の実務 

講師　司法書士　本間美帆 氏
１８人

 
１０月２８日（月）

・課題演習 

講師　栃木県社会福祉士会　栃木憩子 氏
１６人
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（カ）市民後見人の監督 

　　　市民後見人と３カ月に一回面談を行い、毎月の後見活動状況・収支状況の把

握・確認を行い、後見活動等の相談に応じ、助言を行った。また、市民後見人

として、宇都宮家庭裁判所へ１年間の定期報告を行った。 

ウ　日常生活自立支援事業（あすてらすとちぎ）の実施（地域福祉課）※受託  

市内の認知症高齢者、知的障がい者等、判断能力が十分でない方や日常生活に

不安を感じている方の生活をサポートするため、専門員２人、生活支援員２３人

を配置し、各種の相談に応じるとともに、福祉サービス利用援助や金銭管理サー

ビス等の支援サービスを実施した。 

　　　　相談件数　　　１，２４４件 

　　　　訪問調査回数　　　４１３回 

　　　　支援回数　　　　　６９３回 

　　　　実利用人数　　　　　５４人（うち新規７人、年度中終了９人） 

（内訳） 

高齢者１６人、精神障がい者１８人、知的障がい者１８人、 

身体障がい者２人 

 

５　介護保険事業及び障がい福祉サービス事業等の実施 

（１）栃木市在宅介護サービス事業所連絡会の開催・運営（福祉サービス課） 

　　   栃木市における介護保険事業等の活性化と福祉サービスの一層の充実を図るた

めに設立された栃木市在宅介護サービス事業所連絡会の事務局を担い、市内介護

保険事業所の資質向上を図ることを目的に、会員への連絡調整やメールを活用し

た情報発信、交流や研修会の企画・立案を行った。 

ア　栃木市在宅介護サービス事業所連絡会研修会の開催 

開催日　　令和７年２月２１日（金） 

場　所　　栃木保健福祉センター 

内　容　　「高齢者虐待はなぜ起こるのか・・・」 

「栃木市の認知症カフェとチームオレンジの活動  
について」  

「現場で活かすＢＣＰ」 

講　師　　栃木市高齢介護課長　　　　　　寺内　均 氏 

　　　　　栃木中央地域包括支援センター　田名網明子 氏  

One－ or－ Eight 合同会社　代表・一般社団法人全国介護事業

者連盟栃木県支部長　　中村　洋文 氏 

参加人数　３３人 
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（２）栃 木 市 事 業 所 交 流 ・ 学 習 会 (丸 ご と 障 介 サ ロ ン )の 開 催（福祉サービス課） 

　　　栃木市の福祉力の向上と地域共生社会の実現を目指すため、福祉関係者の連携

強化を目的に、地域の障がい者や要介護者等の日常生活を支える介護保険事業所

と障がい福祉サービス等事業所間の情報共有と相互理解を図る場として、栃木市

事業所交流・学習会（丸ごと障介サロン）全３回を栃木保健福祉センターで開催

した。 

 

（３）介護保険事業の実施 

ア　介護保険事業職員研修会の開催（福祉サービス課） 

　　　より良いサービスを提供し、事業所への信頼や価値を高めるため、介護保険事

業職員を対象とした研修会を開催した。（障がい福祉サービス事業職員研修会と

合同開催） 

※参加者には障がい福祉サービス事業従事職員を含む。  

イ　居宅介護支援事業の実施（大平支所） 

介護保険法に基づく居宅介護支援及び介護予防支援業務（ケアプラン作成等）

を１事業所（栃木市社協ケアプランセンター）で実施した。 

　実利用人数　　　　　４０３人 

　延べ作成件数　　３，６２３件 

　月平均作成件数　３０１．９件 

 開催日 内　容 講　師 参加人数

 
令和６年 

６月１２日（水）

災害の時、こんな避難所は困る！ 

～ 専 門 職 の 立 場 か ら よ り よ い 避 難

所を考えよう～ 

地域福祉課 

地域福祉係 

１３人

 

１０月１６日（水)

社会的に生きづらい人の支援、はじ

めました！ 

～ちょこっとジョブ・ちょこっとボ

ランティア～

１５人

 令和７年 

２月２０日（木）

あなたも今日から“つながりワーカ

ー”！
１２人

 開催日 研修内容 参加人数

 令和６年 

６月　７日（金） 

２１日（金）

腰痛予防対策 

「腰痛予防体操」について
４９人
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ウ　訪問介護（ホームヘルプサービス）事業の実施（ 福 祉 サ ー ビ ス 課 、 大 平 支 所 ）  

（ア）訪問介護 

　　　　介護保険法に基づいて、要介護状態の方の居宅における入浴、排泄、食事介

助等の身体介護、調理、洗濯、買物等の生活援助を行う訪問介護事業を２事業

所で実施した。 

 

（イ）訪問介護相当サービス 

　　　　要支援と認定されている方の入浴、排泄、食事介助等の身体介護、調理、洗

濯、買物等の生活援助を行う訪問介護相当サービス事業を２事業所で実施した。 

 

（ウ）緩和した基準による訪問型サービス 

栃木市総合事業の事業対象者と特定されている方の調理、洗濯、買物等の生

活援助を行う緩和した基準による訪問型サービスを２事業所で実施した。 

 

 

エ　通所介護事業の実施（福祉サービス課、大平支所） 

介護保険法に基づいて、入浴サービスや食事の提供、日常動作訓練、その他必

要な介助等を行う通所介護事業及び通所型サービス（総合事業）を２事業所で実

施した。 

 　　　 北 部 ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン 南 部 ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン 合　計

 実利用者人数 ８２人 １００人 １８２人

 
身体  

介護

派 遣 回 数 １，５７４回 ３，７２１回 ５，２９５回

 
派 遣 時 間

８５２時間２０

分

２，２８２時間２

０分

３，１３４時間４０

分

 
生活  

援助

派 遣 回 数 ４，３３３回 ６，３６９回 １０，７０２回

 
派 遣 時 間

４，３２０時間５

５分

６，０３１時間１

５分

１０，３５２時間１

０分

 
身体  

生活

派 遣 回 数 １，１８５回 １，４０１回 ２，５８６回

 
派 遣 時 間

１，２８８時間４

０分

１，６８０時間４

０分

２，９６９時間２０

分

 　　　　 北 部 ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン 南 部 ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン 合　計

 実利用人数 ２４人 ２３人 ４７人

 派遣回数 １，０８２回 １，４５９回 ２，５４１回

 
派遣時間

１，０８１時間３

０分
１，４２２時間

２，５０３時間３

０分

 　　　　 北 部 ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン 南 部 ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン 合　計

 実利用人数 ３１人 １７人 ４８人

 派遣回数 ９７４回 ５５８回 １，５３２回

 派遣時間 ７３０時間３０分 ４１８時間３０分 １，１４９時間
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（４）要介護認定調査事業（指定市町村事務受託法人）の実施（福祉サービス課） 

　　　指定市町村事務受託法人の指定を受け、要介護認定調査業務を実施した。専任

の調査員２名を配置し、社協ケアプランセンターが協力して業務を行った。 

　　　　栃木市認定調査委託　　１，３８０件 

 

（５）障害者総合支援事業等 

ア　障がい福祉サービス事業職員研修会の開催(福祉サービス課) 

　　　より良いサービスを提供し、事業所への信頼や価値を高めるため、 

　　障がい福祉サービス事業職員を対象とした研修会を開催した。（介護保険事業職

員研修会と合同開催） 

※参加者には介護保険事業従事職員を含む。 

イ　相 談 支 援 事 業 （ 特 定 相 談 支 援 事 業 ・ 障 害 児 相 談 支 援 事 業 ） の 実 施 （ 福 祉 サ ー ビ ス 課 ）  

障害者総合支援法及び児童福祉法に基づいて、サービス等利用計画及び障害児

支援利用計画の作成等を、１事業所（相談支援事業所　社協とちぎ）で実施した。 

 

 デイサービス福寿園 大 平 高 齢 者 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー ま ゆ み

 
営業日

月～土 

（１月１日～３日除く）

月～土 

（祝日・１２月２９日～１月３日除く）

 実利用人数 ４５人 　　７５人

 
営業日数

３０７日 ２９３日

 延 べ 利 用 人 数 ４，２９１人 ６，０７４人

 １ 日 平 均 利 用 人 数 １４人 ２０．７人

 開催日 研修内容 参 加 人 数

 令和６年 

６月　７日（金） 

２１日（金）

腰痛予防対策 

「腰痛予防体操」について
４９人

  　 特定相談支援事業 障害児相談支援事業

 実利用人数 　４５人 　９２人

 延べ作成件数 １４１件 ２２０件
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ウ　障 が い 者 居 宅 介 護 （ ホ ー ム ヘ ル プ サ ー ビ ス ） 事 業 の 実 施 （ 福 祉 サ ー ビ ス 課 、 大 平 支 所 ）  

障害者総合支援法に基づいて、障がい者の居宅における入浴、排泄、食事介助

等の身体介護、調理、洗濯、買物等の家事援助、通院時の介護や視力障がい者の

同行援護を行う障がい者居宅介護事業を２事業所で実施した。 

 

エ　就労継続支援Ｂ型事業の実施（都賀支所） 

障害者総合支援法に基づいて、障がい者が自立した日常生活や社会生活を営む

ことができるよう、知識及び能力の向上を図ることを目的に、就労の機会の提供

や生産活動等を行う就労継続支援Ｂ型事業を１事業所（就労継続支援センターい

ちごの郷）で実施した。 

 

 

 　　　　 北 部 ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン 南 部 ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン 合　計

 実利用人数 ３１人 １４人 ４５人

 身 体  

介 護

派 遣 回 数 ５５１回 ３１回 ５８２回

 派 遣 時 間 ３５２時間 ２５時間３０分 ３７７時間３０分

 
家 事  

援 助

派 遣 回 数 ２，３１１回 １，３８０回 ３，６９１回

 
派 遣 時 間

２，３８７時間１

０分
１，５９４時間

３，９８１時間１

０分

 通 院  

介 護

派 遣 回 数 ０回 １７回 １７回

 派 遣 時 間 ０分 ５２時間 ５２時間

 同 行  

援 護

派 遣 回 数 ２９５回 ０回 ２９５回

 派 遣 時 間 ３７２時間５５分 ０時間 ３７２時間５５分

 実利用人数 １４人

 営業日数 ２４３日

 延べ利用人数 １，８５７人

 １ 日 平 均 利 用 人 数 ７．６人

 主な生産活動 折り紙の加工・梱包、古着リサイクル、アルミ缶・段ボール回収

 
販 売 ・Ｐ Ｒ ・

交流活動

リサイクル販売・オレンジカフェ・ホームページ・ふくぴーだよ

り・公園清掃・障がい者スポーツ大会・都賀の里ハスまつり・そ

ば打ち体験・野外訓練（都賀地活・藤岡地活合同）

 

主な行事

調理実習（カレー）、お楽しみ会（七夕、クリスマス会）、避難

訓練、水害時対応訓練、買い物訓練、花見、都賀地域のクリーン

活動・自立訓練・宿泊訓練
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オ　児童発達支援事業の実施（福祉サービス課） 

児童福祉法に基づいて、日常生活における基本的動作や知識技能の習得、集団

生活への適応を図ることを目的に、障がいを持った未就学児童の心身の状況や環

境に応じた指導、訓練を行う児童発達支援事業を１事業所（キッズホームとちぎ）

で実施した。 

　　　　実利用人数　　　　　　　１８人 

　　　　営業日数　　　　　　　２４３日 

　　　　延べ利用人数　　　１，１９３人 

　　　　１日平均利用人数　　　４．９人　　　　　 

　　　また、保護者が日常生活で子どもと適切にかかわることで、子どもの行動改善

や発達促進が期待でき、養育スキルを学ぶことを目的としたペアレント・トレー

ニングを実施した。 

　　　　実施日数　　　　１０日 

　　　実参加人数　　　　４人 

　　延べ参加人数　　３４人 

 

６　組織の基盤強化 

（１）理事会及び評議員会等の開催（法人運営課） 

ア　理事会 

 

第

１

回 

開催日 令和６年６月１０日（月）

 場　所 栃木保健福祉センター

 

議　事

会 長 の専 決処 分事 項 の承 認 （令 和 ５年 度 資金 収支 補正 予 算 （第 ５

号））について、社会福祉法人栃木市社会福祉協議会定款の一部変

更について、令和５年度事業報告の承認について、令和５年度決算

の承認について、令和６年度定時評議員会の開催について、評議員

選任候補者の推薦について、評議員選任・解任委員会の開催につい

て

 第

２

回

開催日 令和６年６月２７日（木）

 場　所 栃木保健福祉センター

 議　事 会長及び常務理事の選定について

 

第

３

回

開催日 令和６年１０月１５日（火）　　

 場　所 栃木保健福祉センター

 

議　事

会 長 及び 常務 理事 の 職務 執 行状 況 につ い て、 課長 等の 任 免 につ い

て、会長の専決処分事項の承認（令和６年度資金収支補正予算（第

１号））について、令和６年度資金収支補正予算（第２号）につい

て、令和６年度第２回評議員会の開催について、評議員選任候補者

の推薦について、評議員選任・解任委員会の開催について
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イ　評議員会 

 

第

４

回

開催日 令和６年１２月９日（月）

 場　所 栃木保健福祉センター

 

議　事

令和６年度資金収支補正予算（第３号）について、社会福祉法人栃

木 市 社会 福祉 協議 会 指定 児 童発 達 支援 事 業所 キッ ズホ ー ム とち ぎ

運営規程の廃止について、社会福祉法人栃木市社会福祉協議会就労

継続支援センターいちごの郷運営規程の廃止について、令和６年度

第３回評議員会の開催について

 

第

５ 

回

開催日 令和７年３月１２日（水）

 場　所 栃木保健福祉センター

 

議　事

会長及び常務理事の職務執行状況について、会長の専決処分事項の

承認（令和６年度資金収支補正予算（第４号））について、令和６

年度資金収支補正予算（第５号）について、令和７年度事業計画（案）

について、令和７年度資金収支予算（案）について、社会福祉法人

栃木市社会福祉協議会定款（事務所の所在地）の一部変更について、

社会福祉法人栃木市社会福祉協議会定款（事業）の一部変更につい

て、社会福祉法人栃木市社会福祉協議会事務局規程の一部改正につ

いて、社会福祉法人栃木市社会福祉協議会就業規程の一部改正につ

いて、社会福祉法人栃木市社会福祉協議会育児・介護休業等規程の

一部改正について、社会福祉法人栃木市社会福祉協議会経理規程の

一部改正について、訪問介護等事業所の統合について、特定相談・

障害児相談支援事業の廃止について、令和７年度第４回評議員会の

開催について、事務局次長等の任命について

 

定

時

開催日 令和６年６月２７日（木）

 場　所 栃木保健福祉センター

 

議　事

会 長 の専 決処 分事 項 の承 認 （令 和 ５年 度 資金 収支 補正 予 算 （第 ５

号））について、社会福祉法人栃木市社会福祉協議会定款の一部変

更について、令和５年度事業報告の承認について、令和５年度決算

の承認について、理事の選任について

 
第

２

回

開催日 令和６年１０月２５日（金）

 場　所 栃木保健福祉センター

 
議　事

会 長 の専 決処 分事 項 の承 認 （令 和 ６年 度 資金 収支 補正 予 算 （第 １

号））について、令和６年度資金収支補正予算（第２号）について
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ウ　監査 

開催日　　令和６年５月２３日（木） 

場　所　　栃木保健福祉センター 

内　容　　令和５年度事業報告、収支決算について 

エ　評議員選任・解任委員会 

開催日　　令和６年６月１４日（金） 

場　所　　栃木保健福祉センター 

内　容　　評議員の選任について 

開催日　　令和６年１０月２３日（水） 

場　所　　栃木保健福祉センター 

内　容　　評議員の選任について 

　オ　事務局会議 

　　　　開催日　　原則毎月第３月曜日（ 年 １ ２ 回 　 う ち 、 拡 大 事 務 局 会 議 ２ 回 ）  

　　　　場　所　　栃木保健福祉センター 

　カ　経営改善プロジェクトチーム会議等 

　　　経営改善を図るため、課長以上の管理職に一部係長を加えた職員で構成される

プロジェクトチームを設置し、月に１回会議を行った。またプロジェクトチーム

の下部組織として、全正職員を対象にしたワーキンググループ（組織強化・財務

強化・事業強化の３部会）を置き、部会ごとに定期的に会議を行った。さらに、

経営安定化計画推進の迅速化及び本会の運営上重要な案件で緊急性を要するもの

の早期着手解決を目的とした重点テーマ別検討部会を開催し、懸案の事業等の方

向性を協議検討することで共通認識を図った。 

 

第

３

回

開催日 令和６年１２月２０日（金）

 場　所 栃木保健福祉センター

 

議　事

令和６年度資金収支補正予算（第３号）について、社会福祉法人栃

木 市 社会 福祉 協議 会 指定 児 童発 達 支援 事 業所 キッ ズホ ー ム とち ぎ

運営規程の廃止について、社会福祉法人栃木市社会福祉協議会就労

継続支援センターいちごの郷運営規程の廃止について

 

第

４

回

開催日 令和７年３月２１日（金）

 場　所 栃木保健福祉センター

 

議　事

会長の専決処分事項の承認（補正予算（第４号））について、令和

６年度資金収支補正予算（第５号）について、令和７年度事業計画

（案）について、令和７年度資金収支予算（案）について、社会福

祉法人栃木市社会福祉協議会定款（事務所の所在地）の一部変更に

ついて、社会福祉法人栃木市社会福祉協議会定款（事業）の一部変

更について、社会福祉法人栃木市社会福祉協議会事務局規程の一部

改正について、社会福祉法人栃木市社会福祉協議会就業規程の一部

改正について、社会福祉法人栃木市社会福祉協議会育児・介護休業

等規程の一部改正について
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キ　係長会議 

　　　各部署の係長による定期的な会議を行い、情報共有や協議事項を検討すること

で各部署間の連携を図った。 

開催日　　原則毎月第４金曜日（年８回） 

場　所　　栃木保健福祉センター 

（２）社協会員の募集（法人運営課、各支所）  

住民参加の促進と地域福祉の充実のため実施している「社協会員制度」につい

て、自治会や地区社会福祉協議会の協力を得て、次のような実績を上げた。 

（普通会費１口５００円、特別会費１口３，０００円） 

ア　普通会費 

イ　特別会費 

 

（３）寄附金の受け付け（法人運営課） 

　　　本会運営資金の確保や住民参加による地域福祉の推進を図ることを目的に、各

種寄附金を受け付けた。また、福祉基金の利息を地域福祉事業に活用した。 

 

（４）経営安定化計画評価委員会の開催（法人運営課） 

　　　経営安定化計画に掲げる取り組みの進行状況を評価し、円滑な計画推進を図っ

ていくため、経営安定化計画評価委員会を開催した。 

　　　　開催日　　令和６年８月２２日（木） 

　　　　場　所　　栃木保健福祉センター 

　　　　 

 栃木地域 大平地域 藤岡地域 都賀地域 西方地域 岩舟地域 合　計

 加入件数 16,093 件 8,204 件 4,233 件 3,159 件 1,430 件 4,711 件 37,830 件

 加入口数 16,093 口 8,204 口 4,233 口 3,159 口 1,503 口 4,711 口 37,903 口

 金額 8,04 6 , 9 3 0 円 4, 1 0 2 , 00 0 円 2,1 16 , 5 0 0 円 1, 5 7 9 , 5 00 円 75 2 , 3 5 0 円 2, 3 5 5 , 7 00 円 1 8 , 9 5 2 , 9 8 0 円

 栃木地域 大平地域 藤岡地域 都賀地域 西方地域 岩舟地域 合　計

 加入件数 1,085 件 46 件 48 件 59 件 53 件 89 件 1,380 件

 加入口数 1,206 口 67 口 57 口 87 口 64 口 107 口 1,588 口

 金額 3,62 7 , 0 00 円 201,000 円 172,000 円 266,000 円 194,000 円 330,000 円 4, 7 9 0, 0 0 0 円

 区　分 件　数 金　額

 福祉基金 ８４件 ２，０２６，５３５円

 マイクロバス ３３件 　　２００，０００円

 生活困窮 ２２件 ５８２，５０４円

 一般物品 ２３件 －

 生活困窮物品 ２２４件 －

 計 ３８６件 ２，８０９，０３９円
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（５）専門性の高い課題への対応強化（各課・各支所） 

職員の資質向上を図るため、栃木県や栃木県社会福祉協議会、栃木市などの外

部の機関が実施する研修会や講習会に職員が参加した。 

 

（６）市施設の指定管理 

ア　老人福祉センターの管理運営（福祉サービス課） 

　　地域の高齢者に明るく健康的な日々を過ごしていただけるよう、福祉・介護相

談や各種講座の開催、レクリエーションの場の提供など、高齢者の健康増進や教

養の向上を図ることを目的に、指定管理者として２か所の老人福祉センターの管

理 ・ 運営を行った。 

　　　また、職員の資質向上のため、長寿園、福寿園合同で普通救命講習会を開催し

た。 

【利用状況】 

【延べ利用人数の内訳】 

 

 

 長寿園 福寿園

 開園日数  　　２９６日 　　　２９６日

 延べ利用人数 ２８，３９４人 １４，２６１人

 長寿園 福寿園

 当日券利用６０歳以上 ６，１９３人 ２，６０８人

 一　　　般 ４０６人 １１２人

 市外居住者 ６３人 ２３人

 回数券利用６０歳以上 １３，３６７人 ４，３５８人

 一　　　般 ３１１人 １５９人

 市外居住者 １１５人 ０人

 減　免　者 ２，９７９人 ４，４６６人

 障がい者等 ４，６８１人 １，８８９人

 小学生以下 １６８人 ２０１人

 団　　　体 ０人 ４４２人

 どまんなか協定該当者 １１１人 ３人

 無 料 開 放 日 利 用 者（ 県 民 の 日 、敬 老 の 日 等 ） ２３６人 ３２０人
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【主な事業】 

 

【長寿園】 

　 

 長寿園 福寿園

 

マ ッ サ ー ジ
実施日数

２９６日 

※フットマッサージ
２９６日

 延 べ 利 用 人 数 ４，９７６人 ２，５８０人

 ヘルストロ

ン

実施日数 東日本台風による水没のため撤去 　　２９６日

 延 べ 利 用 人 数 ― ３，８２０人

 健康・介護

相談

実施日数 随時 随時

 延 べ 利 用 人 数 ３３人 ６９人

 地 域 の 包 括 的 な

相 談 支 援 （ 継 続 ）

実施日数 随時 随時

 延 べ 利 用 人 数 １人 ０人

 事業名 内　容 回数 延べ利用人数

 自律神経を整える運動 体操及びストレッチ ２４回 ５００

人

 こつこつ楽しく貯筋体操 転倒予防体操 ２２回 ４３８

人

 運動＋脳トレ体操教室 運動しながら脳トレーニング ２２回 ４６１

人

 ヨガ教室 ヨガ体操 ２２回 ４１５

人

 はじめての英会話 英会話教室 ２２回 １９８

人

 楽しく踊ろう会 ダンス ６回 ２４８

人

 世代間交流事業（そのべ

児童館との交流）

運動会、ビクス ２回 ８人

 小物・折紙教室 折紙、くす玉作り等 ９回 ９０人

 新春福引き 来場者に福引き（１月４日） １回 １００

人

 栃木女子高等学校 JRC 部

による SOS 防災発表会

災害時対応訓練 １回 ３５人
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【福寿園】 

※認知症の方とその家族、地域住民等、誰でも自由に参加できる集い 

の場おれんじ喫茶ふくじゅを開設した。 

※看護師の健康相談も併せて実施し、利用者からの健康不安や血圧の 

相談を対応した。 

イ　栃木市そのべ児童館の管理運営（福祉サービス課） 

児童に健全な遊びの場を提供し、健康増進や情操豊かな心を育むことを目的に、

各種事業の計画的な実施や利用促進のためのＰＲ活動に努めるなど、指定管理者

としてそのべ児童館の管理・運営を行った。 

 事業名 内　容 回数 延べ利用人数

 
ロコモティブシンドロー

ム予防運動教室

加齢に伴 って起 こる運動 機能 低下

を予防す るため 、筋力ア ップ を行

う。

１０回
１５４

人

 

シナプソロジー講習会

「二つの ことを 同時に行 う」 「左

右で違う 動きを する」と いっ た、

普段慣れ ない動 きで脳に 高度 な刺

激を与え脳の活性化を図る。

１０回 ９４人

 雅楽演奏会 日本古典音楽の演奏会 １回 ２０人

 
フレイル予防教室

身体をほ ぐした り、整え たり 、鍛

える運動を行う。
１０回

１０７

人

 
スマホ教室

スマホの 使い方 を学ぶ（ ライ ン、

カメラ、 インタ ーネット 、情 報の

整理）

５回 ６９人

 
老後も安心終活準備！

成年後見 制度の 理解やエ ンデ ィン

グノートの活用方法
１回 ２２人

 熱中症予防かるた かるたを利用して熱中症を学ぶ １回 ５０人

 赤ちゃんハイハイレース 多世代間交流 １回 ７組

 尿もれ、自宅に潜む危険

な場所

尿もれ予 防のた めの運動 の紹 介や

自宅に潜む危険な墓所の紹介
１回 １０人

 いつまでも元気に若々し

く筋力アップ！

ヨガマッ トや椅 子を使い 筋力 アッ

プトレーニングを学ぶ
３回 ６１人

 新春福引き 来場者に飴を配布（１月５日） １回 ４１人

 
お笑いまりもちゃんショー 高齢者笑いと歌で楽しむ １回

１２２

人

 
ハッピーオレンジ DAY 認知症を理解するためのイベント ２回

２８９

人
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【利用状況】 

【主な事業内容】 

 

ウ　栃木市栃木第六地区コミュニティセンターの管理運営 (福祉サービス課 ) 

市民の自主的で個性的なコミュニティ活動の推進を図るため、指定管理者として

施設の管理・運営を行った。 

開館日　　   　　　   ３６０日 

延べ利用団体数　１，０８２団体 

延べ利用人数　　１０，２３４人 

エ　地域活動支援センターの管理運営（藤岡支所、都賀支所） 

障がい者に対する創作的活動や生産的活動の機会の提供、日常生活に必要な社

会性の訓練、社会との交流促進事業など、障がい者の自立した生活を支援するこ

とを目的に、指定管理者として２か所の地域活動支援センターの管理・運営を行

った。 

 

 開館日数 ２９９日

 利用人数 ９，１８１人

 内訳

 幼　児 ３，７３５人 大人（保護者） ３，５１０人

 小学生（１年生～３年生） ５０３人 団

体

子ども ０人

 小学生（４年生～６年生） ８２１人 大　人 ０人

 中学生以上 ６１２人

 事業名 参加人数 事業名 参加人数

 ぺたぺた ひろば (12 回 ) ２２２人 ビンゴ大会 ７５人

 きねんび ☆ photo（ 12 回） １３９人 親子ふれあい遊び １８人

 親子ビクス（10 回） ２６０人 子育てハッピーアドバイス ２９人

 親子で愉快に笑いヨガ（2 回） ２４人 初めてのお化け屋敷 ２４人

 おひさまクラブ（11 回） ２２３人 みんなで作るクリスマス １７１人

 おはなしの玉手箱（12 回） １２６人 新春福引き ５７人

 フルートミニコンサート ２６人 その他の事業 １,５７０人

 合　計 ２,９６４人
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オ　大平地域福祉センター（ふるさとふれあい館）管理運営（大平支所） 

指定管理者として、施設の管理・運営を行った。 

　　　　利用団体　　　　　　８１団体 

　　　　利用回数　　　　１，７３４回 

延べ利用人数　１５，３２６人 

 

７　共同募金への協力 

　自治会等の協力を得て、次のような実績を上げた。 

（１）赤い羽根共同募金（法人運営課、各支所） 

　　　　目標額　　１４，８０２，０００円 

　　　　実績額　　１５，１２１，８０７円 

【募金内訳】 

 藤岡地域活動支援センター 都賀地域活動支援センター

 実利用人数 １３人　 ４人　

 開館日数 ２４３日　 ２４３日　

 延 べ 利 用 人 数 １,１１６人　 １９４人　

 １日平均 ４．６人　 ０．８人　

 

主な行事等

農業体験（ふれあい農園事業）、

そば打ち体験、かき氷・珈琲出

店、都賀地域活動支援センター

合同事業、作品展、高齢者サロ

ン訪問、藤岡ふくしまつり出店、

調理実習、買物訓練、創作活動、

謝恩会、機能回復訓練、広報活

動用グッズ作り、外出訓練、障

がい施設見学会、花見、ウォー

キング大会、クリスマス会、ひ

な祭り、お楽しみ会、防犯講座、

防災講座、グリーンカーテン制

作、内職作業

買物訓練、花見、調理実習（年

５回)、クリスマス会、避難訓練

(１回 )、水害時対応訓練、外食

訓練、七夕、節分、クリーン活

動（２回）、園芸体験（グリー

ンカーテン制作・野菜花作り）、

雑巾作り、２施設（就労継続支

援センターいちごの郷・都賀地

活）交流（自立訓練）、ラジオ

体操、ウォーキング体操、そば

打ち体験、野外訓練（就労継続

支援センターいちごの郷・都賀

地活・藤岡地活合同）、創作活

動・健康チェック講習

 栃木地域 大平地域 藤岡地域 都賀地域 西方地域 岩舟地域 合　計

 自治会 5,367 , 73 1 円 2,4 53 ,9 00 円 1,30 0, 20 0 円 950, 50 0 円 529 ,9 50 円 1,4 38 ,6 22 円 12,0 40 , 90 3 円

 法人募金 801,7 03 円 293 , 50 0 円 251, 0 00 円 199, 55 0 円 64,0 00 円 402, 50 7 円 2,0 12 , 26 0 円

 学　校 195,7 86 円 58, 84 6 円 40, 3 24 円 47, 27 3 円 21,8 12 円 31, 62 2 円 395 , 66 3 円

 その他 262,6 84 円 91, 33 5 円 9,6 68 円 62, 60 4 円 89,8 16 円 156, 87 4 円 672 , 98 1 円

 合　計 6,627, 9 04 円 2,8 97 ,5 81 円 1,60 1, 19 2 円 1,2 59 ,9 27 円 705 ,5 78 円 2,0 29 ,6 25 円 15,1 21 , 80 7 円


